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随想　モーパッサン
比較文学沿革小史（序にかえて）一
　
モーパッサンとパリ・コミューン
一
　
モームとモーパッサン
一
　
ハーンとモーパッサン
一
　
漱石とモーパッサン
むすび
比較文学沿革小史（序にかえて） 。比較文学について、ひとは、 〝比較〟ということばにとらわれ、従来誤解することが少なくなかった。古今の文学者の作品を取りあげ、それを
対照させ、批評をくわえることが比較文学であると考える向きもあったようである。比較文学は、舶来の学問である。わが国にはすでに明治二十年代に紹介されているが、多くの人の口にのぼり、世間の注目をうけ、学会（ 「日本比較文学会」 ）や研究例会、さらに各大学 比較文化・比較文学の講座がひらか るようになった は戦後のこと
（
1）
。
比較文学というと、ふつうフランス派の比較文学を指すのであるが、これは文学を比較することではない。それは国際間の精神的なつながり
（
2）
、
国際的な文学現象
―
作品と作品との相互関係を研究するものである。ある作家が、他の作家のものをどのように変形し、借用したかに心をむけ
る（
3）
。研究にさいしては思いつきとか直観的推論を排し、 献学的方法にもとづいて行なわねばならぬとされている。
宮永
　
孝
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日本では〝比較文学〟といった呼称が定着しているが、ソルボンヌをはじめ
フランスの各大学は、 〝比較近代文学〟
littératures m
odernes com
parées （
4）
といっ
た語を使っている。かってこのフランス派の比較文学の方法がゆるぎない規範とされ、その枠から逸脱したものは、望ましくない方法とみられるむきもあったが、こんにちでは多様化し、法やおきてを破るような自由奔放なやり方も受け入れられているようである。
比較文学は欧米文学の研究にとどまらず、日本文学（外国文学が移入された
明治期以降の国文学）の研究にとって欠かせないものと考えられている
（
5）
。
日本における比較文学の沿革をかたるとき、その名称と概念の移植に大きな役割をはたしたのは、東京専門学校（現・早稲田大学）の坪内逍遙
（一八五九～一九三五、明治・大正期の評論家・小説家・劇作家）であった。かれはハチスン・マコレー・ポスネット
H
utcheson M
acaulay 
P
osnett （一八八五～？、ダブリン大学トリニティ・カレッジ卒、のちニュージランドのオークランド大学教授
（
6）
）が著した
C
om
parative L
iterature, 
D
. A
ppleton and C
om
pany, N
ew
 Y
ork, 1886 の一部を、 〝比照文学〟と題して、明治二十二年（一八八九）の新学期から英語普通科において、翌年
二月まで講述した。
ポスネットの書は、一八八六年（明治
19）のアメリカ版であり、国際科学叢書のうちの一冊である。本の大きさは、
19.5㎝×
12.5㎝、厚さ約
3㎝、
全四〇二頁である。
比較文学研究の端緒を正式に開いた
（
7）
この本は、五編から成っている。
第一編
　
序論
第一章……文学とはなにか
 
三～二〇頁
第二章……文学の相対性
 
二一～五六頁
ポスネットの『比較文学』（1886年刊）
［筆者蔵］
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第三章……文学発達の原則
 
五七～七二頁
第四章……比較的方法と文学
 
七二～八六頁
第二編
　
氏族文学
第一章……氏族群
 
八九～九八頁
第二章……早期の合唱歌
 
九九～一二 頁
第三章……個人的氏族詩
 
一三〇～一六一頁
第四章……氏族と自然
 
一六二～一六 頁
第三篇
　
都市国家群
第一章……都市国家群
 
一七一～一七六頁
第二章……都市国家における氏族の残存者
 
一七七～ 九七頁
第三章……都市国家の詩歌
 
一九八～二三二頁
第四編
　
世界文学
第一章……世界文学とはなにか
 
二三六～二四一頁
第二章……世界文学における個人的精神
 
二四 ～二六八頁
第三章……世界文学における社会的精神
 
二六九～ 八七頁
第四章……インドと中国 世界文学
 
二八八～三三六頁
第五編
　
国民文学
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第一章……国民文学とはなにか
 
三三九～三四六頁
第二章……国民文学における人間
 
三四七～三七 頁
第三章……国民文学における自然
 
三七四～ 八 頁
むすび…… …………………………三九〇～三九二頁索引……… 三九 ～四〇二頁
150（5）
随想　モーパッサン
ポスネットのこの本が刊行されて、早くも三年後に逍遥の目にとまり、祖述とはいえ、東京専門学校の授業の一環として講義されたことは注目
すべきことである。
明治二十二、三年当時、逍遥 受けもった授業は、一週十四時間
―
教科としては、歴史（中古、近代） ・バジェホット憲法論・対照文学講義・
スヰントン英米大家文集などであった。かれは授業の準備にかなり時間をとられたことであろう。
逍遥は、
C
om
parative literature （比較文学）のことを、 〝比照文学〟 〝文学対照論〟 〝対称文学〟 〝比較文学
（
8）
〟と、いろいろまぜて使っている。か
れは授業においてこの大著のすべてを講義せず、中味を取捨選択した。かれはどの部分を用い、どの部分をすてたのか。「第一編
　　
序論」の第一章……「文学とはなにか」 （文学トハ何ソヤ） 、第二章……「文学の相対性」 （文学ノ相関的ナル所以） 、第三章……
「文学発達の原則（文学発達ノ原理） 、第四章……「比較的方法と文学」 （比照法と文学）は、すべて言及した。
「第二編
　
氏族文学」の第一章……氏族群」 「第二章……早期の合唱歌」は、省略した。しかし、 「第三章……個人的氏族詩（詩ノ変遷ニ関スル
ぶ（ヴィクトー ル・ユー ゴ）
くとるゆーごノ説）は、言及した。「第三編
　
都市国家群」の第一章……都市国家群」 、第二章……都市国家における氏族の残存者、第三章……都市国家の詩歌、 「第四編
　
世界文
学」の第一章……世界文学とはなにか、第三章……世界文学における社会的精神、第四章……インドと中国における世界文学は、すべて省略した。が、第二章……世界文学における個人的精神の一部（想像ト推理トノ区別）は、言及した。「第五編
　
国民文学」の第一章……国民 とはなにか（ 文トハ何ゾヤ） 、第二章……国民文学における人間（国文ニ於ケル人間） 、第三章
……国民文学おける自然（国 ニ於ケル天然）は、言及した
（
9）
。
逍遥はポスネットの書の三分一強を講述したことになる。ポスネットの『比較文学』は、フランス派の比較文学とは異質なものであり、文学を世界的な視野において、科学的に考察論述したものである。
かれが扱う対象範囲は、地理的、政治的、文化的 わたり、氏族社会から都市、都市から国家、そして全世界的な人類社会による世界文学に発展してゆく過程を詳細に跡づけ、それぞれ異なった集団 叙事詩・戯曲・詩・小説を比較し い （井上英明「坪内逍遙とＨ・Ｍ・ポズ
ママ
ネッ
ト―
比較文学講義をめぐって」 『比較文学年誌
　
第五号』所収、昭和
44・
3） 。
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要するに本書の眼目は、各国文学を科学的に研究するとき必要なのは、対比研究だというのであろう。講述において逍遥は、ただ原文を逐字的に翻訳せず、要点を抽出し、じぶんのことばで語り、ときに創見や他人の言説を付加した。逍遥の比照文学の講義がどのようなものであったか ついては、その一部もしくは全部が活字となっている。いずれも元受講生が筆記し、諸雑
誌に発表したものである
（
10）
。
『山形県共同会雑誌』……明治
23・
1・
20
一部掲載。
『公友雑誌』………………明治
23・
4・
5（第一号） 、同
4・
25（第二号） 、長島生筆記。
『日本之文華』… 明治
24・
11～
Ｙ・Ｚ記。注・同誌の「雑録」に「比較文学」と題して掲載されたが未完。
『米沢文学会雑誌』………明治
24・
3・
24（第一号） 、
6・
3（第二号）長登南山採筆。
注・のち『日本大家論集』 （明治
24・
6）に採録。筆記者は「文学士
　
某君」とある。
「比照文学」………………東京専門学校の英語普通科の学生・紀淑雄のノートを、早大名誉教授・斎藤一寛が自著『坪内逍遙と比較文学』 （二見書房、
昭和
48・
11）に採録。
つぎに逍遥がポスネットの『比較文学』をじっさいどのように利用したか一部みてみよう。かれはポスネットの「第一編
　
序論
　
第一章
　
文学
とはなにか」において、まず緒
しよ
言げん
（まえがき）を語ったのち、各節の大略にふれつつ、講話をつづける。
緒
　
言は（ハチソン
ちえそん、
、
ま
マコレー
つこーれ、
、
ぽポスネット）
すねつと
ハ
  英国ノ技芸士兼法律博士ナリ。千八百八十六年、英領
に（ニュージーランド）
ゅー
ーらんど
に赴任シ、古代学及ビ英文学ノ講師
タリ。比照学ハ赴任以前ノ著ニカヽル。氏ノ論スル所
未ま
タ
悉ことごと
ク至理ナラスト云フヘカラス。
然しか
レトモ、立論正密ニシテ引証周到ナリ。我々文学ニ志ス
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者ノ参考トナルヘキモノ一ニシテ足ラス。故
ゆえ
ニ、其
その
要点ヲ抄訳シテ諸子ニ示ス。但シ、引例及ヒ注訳ノ如キハ余カ意ヲ以テ挿入セルモ多シ。要スルニ、
本篇ハ翻訳ニ非ス。寧
むし
ロぽすねつと氏ノ文学論ヲ体
てい
トセル
  余カ管見ノ文学ナルノミ。諸子、之
これ
ヲ諒
りよう
セヨ。
注・ （
　
）内とルビは、引用者による。
緒言はすべて逍遥のことばであるが、つぎの下線部分は、原文の一部を抜きだし、縮訳したものである。第一章文学トハ何ソヤ
和歌ノ上ニテ花ト言ヘハ
  桜ノ事トナレト、俗ニハ諸々ノ花ヲ云フ。草ニ咲ク花モ其類ニ
洩も
レス。文学ト云フ名モ其ノ如シ。広クハ諸々ノ文ノ総名ナ
リ。
瑞スウイツル
西
ノ学者
すもんり（
S
ism
ondi ） 、
英ノ学者ぱらむ（
H
allam
）モ
  共ニ文学史ヲ著シ
乍なが
ラ、
敢あ
ヘテ文学ノ定義ヲ下サス。其内、後者ノ如キハ文学
ト云フ名称ヲ以テ、 「書籍ヲ経テ人ニ伝フヘキ諸々 智識」
T
he know
ledge im
parted through books. ヲ意味スルモ トセリ。
下線部分にちかい原文は、つぎに引くものがそれである。
H
allam
 uses the w
ord (as he tells us in the preface to his L
iterature of E
urope) “in the m
ost general sense for the know
ledge im
parted through books; ”
（大意）ハーラムは自著『ヨーロッパ文学』の序文の中でいっているのだが、かれはこの
literature という語を書物から与えられた知識といった風に、もっと
も一般的な意味で使っている。
つぎの一節中の下線部分は、ポスネットの原意をじぶんのことばで言い換えたものである。
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遡さかのぼつ
テ
羅ロー マ
馬、
希ギリシャ
臘
ノ時代ヲ見ルニ、
文学ノ本領（そのものの特色）更ニ
漠ばく
タリ。伊太利ノ文人くいんちりやん（
Q
uintilian ）ハ
 literature ヲ解シテ
文典9
ナリト云ヒ、
弁
士しせろ（
C
icero ）ハ
  単ニ之ヲ
学問9
ナリト解
セリ。
而しこう
シテ、希臘ノ古代ヲ見レハ
  殆ほとん
ト文学ト云フ名称サヘモナク、
反かえつ
テ文学ノ一部門タ
ル詩歌ノ分類ノ綿密ナルヲ見ル。文学ハ本
もと
、希臘ニ起原セリ。然
しか
モ、文学ノ定解ナキヿ
こと
此ノ如シ。
按あん
スルニ、文学ト言フ総称ハ他ノ名称ト同シ
  必要アリテ
后のち
ニ生シモノナリ。甲ノ国ト乙ノ国ト互ニ其文ヲ比照スルニ及ヒテ、
初はじめ
テ国文ノ名称起リ
（例
たとえ
ハ漢文アリテ后
のち
ニ和文ノ名アルカ如シ） 、国文ノ名称起ルト共ニ、文学ト言フ総名モ起ルナリ。然ルニ、希臘ハ小連邦ヨリ成リ、彼
ひ
此し
相あい
鬩せめ
キテ和同セ
シヿナク（お互いあらそい、一つになることなく） 、随
したがっ
テ国文ト言フ者ナカリキ。
§2. T
he w
ord literatura even am
ong the R
om
ans had no settled m
eaning. T
acitus uses the phrase literatura G
ræ
ca to express “the shapes of the G
reek 
alphabet; ” Q
uintilian calls gram
m
ar literatura; and C
icero uses the w
ord in the general sense of “learning ” or “erudition. ”
（大意）　L リテラトウラiteratura という語は、ローマ人のあいだでも意味があいまいであった。
タキトゥス（五五頃～一一五以後、ローマの歴史家・政治家）は、
l リテラトウラiteratura 
G グラエカ
raeca の語句を用いて、ギリシャ語のアルファベットの形を表現している。
クウィンティリアヌス（三五？九五？ 修辞 、雄弁 文法
のことを
 literatura と呼んでいる。キケロ（前一〇六～四三、ローマの政治家・著作家）は、この語を〝学問〟や〝博識〟といった一般的ないみで用い
ている。
逍遥は「緒言」のなかで断わっているように、 「本篇ハ翻訳」ではないのである。いわばポスネットの著作を土台にした〝焼き直し〟である。ところでポスネット この原書は、いつごろわが国に輸入されたのであろうか。どうも明治二十年（一八八七）一月ごろ、すでに丸善は同書を
販売しているのである
（
11）
。またポスネットとその書『比較文学』のことが初めて活字となって現われたのは、 『女学雑誌』 （第一八〇号、明治
22・
9・
21）の「批評」の記事ではなかろうか。
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明治初年以来、わが国にテーヌ、ポスネット、ハント、ハドソン、アーノルド、マイエル、モールトンなど
―
西洋の文学史、文学概論、文学
研究法、批評論などが入ってきたが、中でもポスネットの『比較文学』は、 〝文学の定義〟についての学説が述べてあるところから、外国文学、国文学、歴史学などの学者の注目をひき よくよまれたようである。同書を読んでいた名の知られた学者としては、
坪内逍遙（一八五九～一九三五、明治・大正期の評論家、劇作家、早大教授）三上参次（一八六五～一九三 、明治から昭和期の歴史学者 東大教授）夏目漱石（一八六七～一九 六、明治・大正期の小説家、東大講師）武島羽
は
衣ごろも
（一八七二～一九六七、明治から昭和期の国文学者、日本女子大学教授）
野村八
はちろう
良（一八八一～一九六六、明治から昭和期の国文学者、東京高校教授）
柳田泉
いずみ
　
  （一八九四～一九六九、明治から昭和期の文学研究家、早大教授）
（10）145
などがいる。
＊
漱石とポスネット。文学者の漱石は、西洋の文学者が書いたものなら、何でもありがたがり、それを取り入れたわけではなかった。西洋のよいところはすなおに受
け入れ、自国文学やじぶんの創作のこやしとする努力をおしまなかった。
かれは文学評論や創作において、対比的な手法を用いるときがあるが、そこに漱石の比較文学的な視点がみられる。漱石がもっていた比較文学に関する 書は、ポスネットのもの 、フレデリック・ロリエの英訳『比較文学小史』 （
F
rédéric L
oliée: A
 Short 
H
istory of C
om
paratire L
iterature, H
odder and S
toughton, L
ondon, 1906 ）のみである。この本には書き入れは一つもない。
ポスネットの『比較文学』は、こん ち必ずしも入手困難な本ではない。同書と漱石の初期の論文「英国詩人の天地山川に対する観念」 （ 『哲学
雑誌』明治
26、
3―
6）とポスネットの『比較文学』との関係について若干言及したのは、久保忠夫の「漱石の周辺
　
英文科学生時代」 （ 『英語青
年
　
特集
  夏目漱石と英文学』所収、昭和
43・
7）である。
同論文は、 「漱石が、なみなみならぬ自然へ 関心と愛とを っていたことは、そ 著作に徴して明かであるが、それならば一層、ポスネット
の書は『天地山川』のような研究に進ませるに、何かしかの暗示を与えはしなかったかと思うのである」という（七五頁） 。
すなわち、ポスネットの『比較文学』をよんだことが契機 して、漱石はくだんの論文を書いたのではないかという。漱石はいつポスネットの書を手に入れ、それをじっさいよんだのか。かれがこの本を購入し のは、明治二十四年（一八九一）五月五日のこと
であった。同書の黒色の見返し（書物の表紙を裏がえしした所）の左上のすみに、丸善 シール（
3㎝×
2㎝）が張ってある。
そして次頁の遊
あそび
紙がみ
（見返しと本文とのあいだの白い紙）の右の頭に、インキ（変色して黒くみえる）で
―
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1　
derivation
p.6 
Indefinite use of literature 
⎱⎱⎱
 
 
　
1　
social life
p.7 
1　
E
pic ―
m
anarchial 
lnstitution
 
2　
L
yric ―
republican 
G
overnm
ents
 
3　
D
ram
a ―
A
thenian 
（…不明）
同編の第二章……文学の相対性において、
p.34 
（
nu …不明）
 
of dram
atic art
 
-C
lassical units of （…不明）
 
peace and action
p.38 
L
yric
p.42 
E
pic
K
, N
atsum
e
5
th M
ay 1891
と記されている。
筆者はポスネットの同書をもっていたので、東北大学の附属図書館で、おびただしい下線を引いた部分
（約五〇箇所）と書き込み（約一〇箇所）を筆写することができた。書き入れには、インキまたはエンピツを用いている。
書き込みについて述べると、判読できない箇所もあるが すべて英語でメモしている。「第一編
　
序論
―
第一章……文学とはなにか」において、余白に
―
FROM
ZP. MARUYA & C 
京　善丸目丁三通橋本日　東
MM
漱石の蔵本 にみられる丸善のシール
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p.44 
translation
「第二編
　
氏族文学
　
第一章……氏族群」において、余白に
―
p.94 
clan
同編の第三章……個人的氏族詩において、
p.154 
C
riticism
 of H
ugo ’s view
ポスネットの『比較文学』のさいごの章は、 「第五編
　
国民文学
　
第三章……国民文学における自然」である。この章は、古代から近代におけ
るヨーロッパ詩人の自然観が、時代の変遷と社会の変化によって、どのように変わっていったかの大略を述べたものである。
漱石は論文「英国詩人の天地山川に対する観念」において、ひろ 意味で、文学に現われた事件とは、人間界のことか、自然界のことにほかな
らない、といっている。文学にもっとも重要な材料を提供しているものは 人間と山川界であるという。日本人は自然を崇拝したり、愛したりする国民であるので、十七、八世紀末から十九世紀にかけてイギリスに現れた新詩人
―
アレキサンダー・ポープ（一六八八～一七四四） 、ジョゼ
フ・マディソン（一六七二～一七一九） 、ジェームズ・トムソン（一七〇〇～四八） 、ウィリアム・クーパー（一七三一～一八〇〇） 、オリバー・ゴールドスミス（一七二八～七四） 、ロバート・バ ン （一七五九～九六） 、ウィリアム・ワーズワース（一七七〇～一八五〇）
―
らの自然主
義運動の文学界における出現、その変遷と推移などについて研究したい 思ったという。
漱石の同論文にみられる〝天地山川〟とは、
nature （自然界）のことであるが、かれは、ポスネットの「国民文学における自然」などを読んで
文学的題材（
thèm
e sujet ）をあたえられ、くだんの論文を書こうと思ったものかも知れない。
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注（
1）太田三郎著『比較文学―その概念と研究例』 （研究社、昭和三十年七月） 、一頁。
（
2）
マリウス＝フランソワ・ギュイヤー ル著
　　　
福田陸太郎訳
　　　　
『比較文学』 （白水社、 昭和二十八年四月） 、 九頁。
（
3）同右、一〇頁。
（
4）小林
  正著『自我を索めて』 （進路社、昭和二十二年七月） 、七〇頁。
（
5）小林
  正「比較文学の実際」 『思想』 （第二一四号所収、岩波書店、昭和
15・
3） 。
（
6）井上英明「坪内逍遙とＨ・Ｍ・ポズネット―比較文学講義をめぐって」 『比較文学年誌
  第五号』 （昭和
44・
3）
（
7）
M
.-F
. G
uyard: L
a L
ittérature C
om
parée, P
resses U
niversitaires de F
rance, P
aris, 1951, p.10
（
8）斎藤一寛著『坪内逍遙と比較文学』 （二見書房、昭和四十八年十一月） 、二四～二五頁。
（
9）注（
6）の論文を参照。
（
10）注（
8）の二六～二七頁を参照。
（
11）注（
8）の二〇頁。
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一
　
モーパッサンとパリ・コミューン
一八七〇年七月十九日
―
フランスは、一方的にドイツに宣戦を布告し、ここにおいて普仏戦争が勃発した。ナポレオン三世は軍とともに出陣
したが、戦争がはじまったのは、八月上旬だった。
前年の七月、ルアンのコルネイユ中学でバカロレアの試験に合格していた
（
1）
モーパッサンは、この年の秋にパリに出ると、法科大学に登録し、父
が住むド・モンセー街二番地に身をおちつけた
（
2）
。しかし、戦争が勃発したことにより、かれは突如召集をうけ、軍隊に投げ込まれた。このときモ
ーパッサンは二十歳であった。
七月、かれはヴァンセンヌで 兵卒として動員され、国
モビル民遊撃隊の一員として、はじめはルアン（フランス北部、セーヌ川にのぞむ古都）で帳
簿係をつとめ、ついでル・アーヴル（セーヌ川河口 町）の補給部第二班に配属された。
開戦早々の九月二日、フラ ス軍はセダン（フランス北東部 パリの北東二六〇キロ、ベルギー国境にちかい）において敗北し、ナポレオン三
世は力つきて無条件降伏し、十万六千名あまりの残存兵とともに捕虜となった
（
3）
。同月四日には民衆が議会に乱入し、 「帝政廃止」をさけび、共和
制が樹立された。ドイツの他の諸軍 、パリにむかって進撃を開始した。すでにフランスの四分の一が、ドイツ軍によって占領されていた。
ドイツ軍は、九月十九日からパリを包囲した。パリの籠城軍は三〇万人、ドイツの包囲軍は二四万人ほどであった
（
4）
。数においてはフランスの守
備軍はドイツ軍を凌駕していたが、訓練をうけた兵はすくなかった。十月二十七日、メッツ（フランス北東部、パリの東三一三キロ、モーゼル県の町）のフランス 約一八万も、糧食の欠乏からドイツ軍に降伏した
（
5）
。
十二月、モーパッサンは潰走するフランス軍とともにノルマ ディの原野を南下し、一路パリをめざした。その退却中、かれは何度か敵につか
まるような危険にも遭遇した。また上官の命をうけ 伝令として夜どおし歩くこともあった。
息子を軍隊にとられた父親は、その身がひじょうに心配だった。できればコネを使って、パリの陸軍経理部に入れたいと思っていた。そこ 入
れば、砲撃にさらされる危険 少なかったからである。同月十日 モーパッサンは休暇をあたえられ、幼年時代をすごしたエトルタ（ノルマンディ地方、セーヌ・マリティム県 英仏海峡にのぞむ町）にもどると 当地 大さわぎの最中で った。軍服を着 ドイ 軍の将校が、この静かないなかの村にふらりと散歩にやってきたので、あわや暴動が起る寸前であった。
パリは籠城をきめていたが、窮乏生活を強いられていた。ドイツ軍 重囲におちいり、しだいに食糧が乏 くなってきていた。その め馬をは
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じめ犬や猫やネズミ、あげくのはては、動物園の生きものまで食べた。
モーパッサンは、休暇をひきのばすために仮病を使っていた。年が明けて一八七一年（モーパッサン二一歳） 、フランス軍（国防軍）は一月十日ごろから各地においてドイツ軍と戦ったが、戦況は不利に展
開した。一方、パリ籠城軍は何度か突出を試みたが、いつもドイツ軍に撃退された。籠城軍は、ドイツ軍の攻囲に数ヵ月間抵抗をつづけたが、深刻なる糧食不足に悩み、一月二十八日ついに開城し 。
このころモーパッサンは、ぼろぼろの軍服を着、ひげをぼうぼうと生やし、廃残の身をパリの城壁の堀のそばで横たえていた。ナポレオン三世がセダンでドイツ軍に捕えられた、といった知らせがパリに届いたとき、パリに革命がおこり、ティエールのひきいる国防政府
が樹立した。が、この臨時政府は、パリ市民 地方の抵抗運動を無視して
（
6）
、ドイツ側が要求する過酷な講和条件をのんだ。一月二十八日休戦。
パリ市民は、国防政府のこの背信行為に立腹し
（
7）
、労働者階級を中心に自治体政府（パリ・コ
ミューン）を樹立した。三月一日か二日にかけて、ドイツ兵がパリに入城した。この革命政府は、同年三月十八日から五月二十八 まで二ヵ月ほどしか存続しなかったが、ロシア革命の先駆となるプロレタリア独裁政府であった。
六月、モーパッサンは、父親のたびたびの勧めにしたがって、陸軍の経理部に入るための試
験をヴァンセンヌ（パリ市内のノートルダム前広場の東七キロ、マルヌ川の右岸）において受け、それに合格すると、ルアンの第二師団司令部に配属された
（
8）
。
七月二十二日、ドイツ軍はルアンを撤退した。同年九月までモーパッサンは軍務に服してい
たが、交代兵がみつかり、十一月に除隊し、ひとまずエトルタに帰っ 。かれが文筆生活に入る決心をしたのは、このころのことらしい。
モーパッサンは、パリにおける市民の反乱について当然知ってい 。後年、普仏戦争のとき
のさまざまな体験を文学作品に結晶させたが、どういうわけか、パリ・コミューンについての直接的言及は、談話や書簡においてもほとんどみられぬし、著述においてもそれをテーマとし
ボートを漕ぐモーパッサン
（16）139
たものは、一、二作を除いてひじょうにすくない。かれはパリの反乱については、冷笑的な態度をとりつづけたように思える。
パリ・コミューンを主題とする短篇作品に、 『クーデタ』
U
n C
oup d ’E
tat （政変）といったものがある。一八八二年十二月十九日に『ジル・ブ
ラス』紙に発表された。物語は、 なかのある町（ルーアンとバランタンとの間にあるカンヴィユ・レ・ドゥエグリーズか
（
9）
）を舞台にしている。
セダンにおけるフランス軍の敗北の報がパリに伝わるや、共和制が宣言され、フランスは動乱の渦中に巻き込まれた。国内では兵隊ごっこがさかんになった。
メリヤス業者が、将軍の代わりをつとめる連隊長となり、赤い帯にピストルや短刀をぶらさげて、みせびらかすようになった。小市民がにわか
に軍人になった感じであった。そ ような人間がわめく義勇兵の大隊を指揮し、貫禄あるところを見せつけるために、馬方のようにののしった。いままで銃をいじったことがないこれらの連中は、人に恐怖をあたえたり、人が殺せるということを証明するために、罪も い人間を処刑したり、のら犬や雌牛や病める馬などを銃殺にした。
だれもがじぶんは重要な軍事的役割を演ずるよう運命づけられてい と思っていた。ちっぽけな村のカフェまでが、軍服を着た商人でいっぱい
になり、そこはまるで兵舎か野戦病院のようでもあった（ 『クーデタ』 ） 。
町に住むマサレルという名のでっぷりとした医師は、郡の共和党々首、県庁所在地のフリーメーソンの頭目、農業組合と消防夫の集会の長、こ
の地方を救済するための なかの民兵の編制者でも 共和派のこの医者は、パリに政変がおこり、共和制になった 聞くや、王党員である旧町長を追放しようと く み、群集の面前で共和制が勝利し ことを力説する 、かれらが無関心な反応しかしめさ いので、力が抜け しまい、その場 逃げだすようにして家路 つく。……
もう一つモーパッサンが、パリ・コミューンについていいたかったことを暗示するような短篇小説がある。それは「親殺し」
U
n P
arricide とい
う作品である。一八八二年九月二十五日に『ル・ゴロワーズ』紙に最初発表されたのち、 ジル・ブラス』誌 再発表された（一八八四・八・一九
（
10）
） 。この短篇は、不義の子として捨て子にされた者が、長じてさしもの師（木工職人）になるのだが、親にすてられたことをうらみにおもい、
親を殺す話である。
セーヌ川沿いのある町のアシ草の中から、裕福そうな男女の死体が二つ発見され 。とくに女 方は、三年まえに未亡人になり、再婚したばか
りであった。この夫妻は鉄棒のようなものでなぐられたあと、土手 ら川の中に投げ込まれようであった。警察は捜査を開始し が、 んの証拠
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もあがらなかった。物取りの犯行ではなく、何か人のうらみを買って事件に巻き込まれたようであった。事件は迷宮入りになるかと思えたとき、隣り村のさしもの師が、じぶんがやったと名のり出た。
自首した男は、警察の尋問にたいしてただつぎのように答えた。
―
亭主のほうは二年まえから、女のほうは半年まえからの知り合いです。ふたりからよく家具の修理をたのまれました。
―
なぜふたりを殺したのか？
といった問に対して、ただ―
殺したかったから、殺したのです。
と答えた。それ以上、かれは殺害の理由を明らかにしなかった。
下手人の名は、ジョルジュ・ルイといった。さしもの師の職は、みずから選んだものであるが、おどろくほどの器用さを示した。性格としては、
すこしはげしいところがあり 共産主義や虚無主義の信奉者とのことであ 。
血なまぐさい、悲劇的な小説をこのみ、労働者や農民のあつまりがあると、巧妙な熱弁をふるった。かれは熱烈な共和主義者（合議制の政治形
態をとうとぶ者）であった。かっては放火をやり 人殺しを平気でやった党派（パリ・コミューン）に属していた。
弁護士は〝赤い連中〟
（共産党員）の集団的な罪状を列挙することによって、依頼人の無罪を主張した。処罰せねばならぬのは、被告ではなく、
コミューンである、といった。
被告は、殺人を犯したのは、二人のブルジョワが、かれ自身の両親であったからだといった。かれの一生は私生児の烙印をおされたものであり、
それは悪夢の連続であった。再会 母親は、そのことを否定した。義理 父親はピストルで れをおどしたので 二人をなぐり殺したのである。
この短篇は、判決について何もふれていない。モーパッサンにとって、コミューン党といえば、人殺 集団と同義語であったものであろう。かれはパリの反乱党の考え方や行動に何も共鳴しなかったし、政治屋や指導者階級がきらいであった
（
11）
。
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（
1）
小西茂也大西忠雄
共著『モーパッサン』 （青磁社、昭和二十四年五月） 、七九頁。
（
2）
アルマン・ラヌー著
　
河盛好蔵・大島利治訳
『モーパッサンの生涯』 （新潮社、 昭和四十八年十月） 、 五八頁。
（
3）箕作元八著『西洋史講話』 ［訂正五版］ （開成館、大正二年六月） 、九八二頁。
（
4）同右、九八四頁。
（
5）注（
3）の九八六頁。
（
6） 「解説
　
パリ・コミューン」 『世界の文学
　
ジュール・ヴァレス』所収、 （中央公論社、昭和四十年十月） 。
（
7）同右、五四六頁。
（
8）
R
ené D
um
esnil: G
uy de M
aupassant, L
ibrairie A
rm
and C
olin, P
aris, 1933, p.81
（
9）
M
aupassant: C
ontes et nouvelles 1, G
allim
ard P
aris, 1974, p.1592
（
10）同右、一四六〇頁。
（
11）注（
9）の一五九一頁。
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一
　
モームとモーパッサン
ウィリアム・ソマーセット・モーム（一八七四～一九六五）は、イギリスを代表する小説家・劇作家である。戦前に二度、戦後は一度来日した
こともあり、わが国において多くの読者がいた。が、いまはむかしほど人気があるとはいえないようだ。二十代の筆者が英語の勉強をかねていちばん先に英語でよんだ本はかれの短篇作品であっ
かれの作品は、短篇・長篇をふくめて少なからず読んだが、いま思うといいかげんな読み方であったと思われる。それでもところどころ何かお
もしろ味が感じられた。かれの英語が他 作家のものと比べて、はるかに平明であり、文体も彫りがあさく、簡潔であったからである。字引をひんぱんにひかず、飛ばし読みであっても、ところどころ意味をとることができた。
モームの作品は、戦後の一時期（昭和二、三十年代）英語のテキストとして編まれ、また大学の入試問題としてその文章が用いられることがあ
ったし、昭和三十五年（一九六〇）一月「日本モーム協会」まで設立され 自然消滅している。かれの作品の くつかは、戦前・戦後に映画にさえなった。
大衆作家のモームの処女作は、 『ラムベスのライザ』 （一八九七年＝明治三〇年刊）である。当時、かれは二十三歳であった。ロンドンの聖
セント
トマ
ス病院附属の医学校の四年生であった。昼間はずっと病院に勤務していたから忙しく、ものを書く時間があるのは夜だけであった。そのころかれは産科ではたらいていた。医学生は、産科の免状をとるには、出産に二十回立会わねばならなかった。モームは三週 に六十三の分娩に立会『ラムベスのライザ』は、ロンドンの暗い貧民窟のランベスに、出産のために出かけたときの体験を一篇の小説にしたものであった。しかし、かれは当初小説をどのように書いたらよい か、まっ くわからなか かれ想像力に欠けていたから、耳目にふれた ただすなおに書くしかな った。病院では外来患者と接し 往診のときは地域 住民と会うことによ て、さまざまの話を聞き、いろいろ感銘をうけたりし
サマーセット・モーム
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かれはそれまで年齢のわりには、いろいろな本をたくさん読んでいた。モームは小説に手を染めるにあたって念頭にあったのは、ギィ・ドゥ・
モーパッサンであった。はじめてモーパッサンの作品をよんだのは、十六歳であったという
（
1）
。母親であったモーム夫人（モームが八歳のとき肺病
で亡くなった）は、パリにいたときよく社
サロン
交会をひらき、そのときの来客の一人にモーパッサンがいたようである
（
2）
。だからモームは、子供のころ
モーパッサンと会っている可能性がある。
モームは弟のチャールズとその家族と会うためにパリに出かけたとき、よくモーパッサンの廉価版を求め、耽読した。パリのオデオンの回廊に
ある書店に入り、モーパッサンの仮綴じ本をみつけると、それを棚から取りだして、よく立ち読みした。かれはどのような作品を読んだのか明言していないが、いずれにせよ、二十歳まえに、モーパッサンの大半 よんでしまったという
（
3）
。
　
モーパッサンから学んだ点は、小説の骨組みといった形式的なものばかりか、社会の現実や事物のじっさいをありのまゝに表現す 描写法であ
った。表現方法としての の文体も 大い 学ぶべ 点があったようだ。
かれの著述の特徴は、つぎのように要約できる。
一
　
明快かつ直截的で、ひきしまった文体。
一
　
冗長をさけ、簡潔にかく。
一
　
物語のはじめ ら終局 至るまで、最高の劇的効果を持続する。
モームがつねにやさしい文体でも をかいたの モーパッサン 影響であろう。モーパッサンには、普仏戦争のときドイツ兵が犯した蛮行や占領軍 たいする民間人の報復などをテーマとする戦争ものが少なからずある。た
とえば、つぎのような短篇がそれである。
「寝台二十九号」
L
e L
it 29
…
…………………
一八八四年七月八日『ジル・ブラス』紙に発表。　
裕福な工場主の二号である美人のイルマは、軽騎兵連隊の士官エピヴァン大尉と深い関係におちいる。こ
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の士官は、隊内きっての色男であった。やがて男は戦地におもむくが、その間に女は、ドイツ兵たちによって犯され、梅毒をうつされる。彼女は復讐心から、手当りしだいドイツ兵と関係し、毒をうつしてやる。が、やが 病状が悪化し入院すると、むかしの恋人が見舞いにきた翌日亡くなる。
「フィフィ嬢」
M
adem
oiselle F
iF
i …………
一八八二年三月二十三日『ジル・ブラス』紙に、
M
aufrigneuse の名前で発表
（
4）
。小がらで、きゃしゃな体つ
きのヴィルヘルム・フォン・エイリックという士官がいた。あだ名を〝フィフィ嬢〟といった。かれと仲間の将校連中は、美人の娼婦を五名呼びよせた。その中 ラシェルと う名のユダヤ女がいた。エイリックは敗者には無慈悲であり 乱暴にふるまった。女たちを前にして、フランスはおれたちのもの、おれたちはお前たちの主人である、と豪語した。ラシェルははげしくいい返す ちに、エイリックから平手打ちをくわせられ、とっさ くだも ナイフを手にと 目にもとまらな 早わざで、男ののどのあ りを突きさした。　
女は男を刺殺すると、大雨がふりしきる夜のやみの中に飛びだした。彼女は司祭によって助けられ、鐘楼
にかくまわれた。のち彼女 、そ 行ないにほれこんだ愛国者 みそめられ、そ 夫 となった。
「ソーバジュ婆さん」
L
e m
ère sauvage
…
……
一八八四年三月三日『ル・ゴロワー』紙に発表
（
5）
。
 
　
村からかなり離れた森かげの一軒家に住むばあさんは、村にやって来たドイツ兵のうち四人を宿泊させる
よう命じられた。かれらはまぐさ小屋で寝泊りした。ある日 と ばあさんは息子が戦死 た と う報告に接した。彼女は怒りにかられ、四人のドイツ兵を焼き殺し しまうが、やがて本人も銃殺される。
「ミロンじいさん」
L
e père M
ilon
… …………
普仏戦争のとき、ドイツ軍は北フランス ある地方を占領し、 一軒 農家に参謀部を置いた その農家は、ミロンとい 六十八歳 なる老人の持物で った。　
ドイツ軍がやって来て一ヵ月ほどたつと、斥候に出た槍
そう
騎き
兵へい
が毎晩のようにいなくなった。翌朝になると、
ドイツ兵の死体が畑や中庭のすみや、みぞの中から発見され が 犯人につい はよ してわからなかった。　
ある朝のこと、ミロンじいさんが顔を刀で切られて、じぶんの馬屋に倒れているところを見つかり、かれ
にけん疑がかけられた。軍法会議がひらかれ、老人はすべてを白状 かれ ドイツ兵を襲った は かれら 対する憎しみからであった。ドイツ兵 ら牛 羊を徴発さ り、むかし皇帝の兵士として出征し、
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戦死したおやじやこんどの戦争で亡くなったせがれのかたきを討つために、ドイツ兵を殺した、と語った。　
やがてかれは壁の前に立たされ、銃殺になった。
「捕虜」
L
es prisonniers
… ……………………
一八八四年十二月三日『ジル・ブラス』紙に発表。　
母親と娘がくらす森のなかの一軒家に、道にまよったというドイツ兵が六名やって来、何かくわせてくれ
といった。かれらは食事を えると、うとうとしはじめた しばらくすると何発か銃声音がしたかと思ったら、手にローソクをもった娘が半狂乱の体でやって来、フランス兵が大勢やって そうだから、早く穴倉にかくれるようにいった。じつはこれはドイツ兵を捕えるための策略であった。 が 市民兵らは、穴倉にいるドイツ兵を水攻めにし、捕虜にすることができた。
「聖アントワーヌ」
Saint A
ntoine
…
…………
一八八三年三月三日『ジル・ブラス』紙に発表。　
聖アントワーヌというあだ名の六十すぎのやもめがいた。そこそこの家作もちの百姓であり、ひょうきん
者であった。その れの家に、村長とドイツ兵がやってきた。ドイツ兵はアントワーヌの家に割り当 られた者であった。　
アントワーヌは、その若いドイツ兵がフランス語がわからないのを いことに、 「ブタやろう」と呼び、
むやみに飲み食いさせ、ふとらせようとした。かれはだんだん太りだし、軍服もしだいにきゅうくつになってきた。その兵士は、ちょう笑の的になっていることがわかりかけてきた　
雪のふるある寒い晩、よっぱらったアントワーヌとドイツ兵は、二頭の馬がひく堆肥の車のあとを歩いて
いたとき、もみあい なった。アントワーヌは、むちの柄でドイツ兵のこみかみをなぐっ ら、相手はぐったりとなったので、死んだと思い 相手のからだを堆肥 つんだ馬車のうえ ほう 投げ 自宅へ こび、堆肥の穴のなかへ投げ入れ 。　
しかし、明け方ちかくになり、外をみると、あのドイツ兵が息を吹きかえし、堆肥の中 ら出てき ので、
訴えられでもしたら、身があぶなくなる 熊 で刺し殺してしま 堆肥のな に穴をほ 、そこに死体をかくした。　
夜が明けたとき、アントワーヌはな くわぬ顔 し かのドイツ兵の行くえ たずね、士官のところへ
行って擬装工作をした。世間の者は、二人が仲よくやって たのを知っていたか だれもアントワーヌに
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疑いをかけなかった。かれは例のドイツ兵が毎晩女をあさりに出かけた、といってその方面の捜索のさしずをした。　
事件は迷宮入りかと思われたが、隣り村で宿屋をやっている退役の元憲兵のきれいな娘が逮捕され、犯人
として銃殺された。
モームには「征服されざる者」 （
T
he unconquered ）という短篇がある。この作品は『あちこちで』 （
H
ere and T
here, ハイネマン社、 一九四八年）
に収録されている。第二次世界大戦を背景とする唯一の作品という
（
6）
。
　
むし暑いある日のこと、軍用のオートバイに乗った二人のドイツ兵は、道にまよいフランス北部のある農家をおとずれると、道をたずねたのち、
ブドウ酒を飲ませてくれといった。その農家の住人は、年より夫婦と娘の三人であった。アンネットという名の娘は、けっして美人ではなかったが、澄んだ黒い目とまっすぐな鼻をしていた。どことなく品のある女性であった。
二人のドイツ兵（ウィリィとハンス）は、ソアソン（フランス北部、エヌ県南部の町、パリの北東一〇八キロ）へ行く途中であった。かれらは
テーブルの上に出されたブドウ酒をのんでいるうちに、酔っぱらってきた。とくにハンスという名のドイツ兵は、かなり酔いが回っていた。娘は帰る方角もわかったのだから、もう引きとってもらいたいとい た。するとハンス ほうは、帰るまえにキスをさせろと迫った。そして娘のこしに手をまわすと、彼女を抱きよせようとした。
父親は娘の急場をすくおうとしたが、ハンスに力いっぱいなぐられ倒れてしまった。母親も必死になって娘を助けようとしたが、壁を背に押し
倒された。ハンスはじゃまする者をかたづけ、悲鳴をあげる娘の口を手でおさえ、体を抱きかかえその部屋から出ていくと、彼女を犯してしまった。やがてテーブルのうえに百フランおくと、ウィリィに「行こうぜ」と い かぶ をかぶりながら家から出ていった。
その後ハンスは、占領軍の一員として、パリ、トゥール、ボルドーと、転々とし、三カ月後にはソアソンにもどってきた。秋になり、何もする
ことがないある日のこと、ハンスはポケットに絹製のストッキング ねじ込むと、オートバイに乗り、アンネットの家にむか
かれはノックもせず、そっと家の中に入った。彼女はじゃ いもの皮をむ ていた。ドイツ兵の姿をみて、びっくりした。が、すぐハンスだ わかった。彼女は
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―
何の用なの。ブ
（コション）
タ野郎！
というと、ナイフをつかんだ。―
そんなに興奮し いでくれ。危害を加えるつもりはないから。みてくれ、絹のストッキングをもってきたから。
その男は、―
腹がへっているのだが、すこしパンとチーズを出してくれないか。ワインも一杯。
といった。
すると彼女は大きな笑い声をあげていった。
―
何ヵ月もチーズを口にしてい い。腹いっぱいパンも食べていない。一年前に馬を供出させら いまドイツ野郎に牛、ブタ、鶏など、みん
な持って行かれた。―
代金を払っただろう。
―
もらった役立たずの紙幣（軍票か）で、どうやって食っていけるのよ。
というと、はげしく泣きだした。
十日後ハンスはまた女の家にやてきた。こんどはチーズやブタ肉やイワシのかん詰などを土産にもってきた。それらの品々は彼女の家族にとっ
てどれものどから手の出るほど欲しいものであった。両親は心をかたくなにしていたが、ドイツ兵がたびたび土産をもって来るようになると、うち解けるようになった。
が、アンネットだけは、がんこに心をとざしていた。そのうちに彼女の体に変調がきたした。妊娠したのである。彼女はハンスの好みの女では
なかったが、子どもができたと知ると、愛情が芽生え、 まではいとおしく思うようになっていた。かれは翻然と悔いあらため、女と結婚することを考えるようになった。
しかし、彼女はかれのうぬぼれや横へいな態度がきらいであった。かれから受けた苦しみを相手にも味わせてやりたいと思っていた。両親はわ
れわれはドイツに破れたのだがら、結果を け入れる かない、といった。
やがて復 ゅうのときがやってきた。冬のある日のこと
―
彼女は生れた子どもをかかえて小川までゆくと、その子を川に沈めて殺してしまっ
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た。それを知ってハンスは、手負いの獣が発する断末魔のさけびをあげた。……
モームのこの作品は、人間の獣性が生んだ悲劇を物語っているが、おそらくモームはモーパッサンが普仏戦争に材をあおいで書いた一連の戦争
ものを念頭に置きながら書いたものであろう。この作品は、ほんとうらしさ、真実らしさに乏しく、いかにも作為のあとが見える。じぶんのつたない創作の才を代弁させるかのように、モーパッサン を翻案したような印象をあたえる。
注（
1）
Ｗ・サマセット・モーム著中村能三訳
　　　　　　　
『要約すると』 （新潮社、 昭和四十三年十一月） 、 一五六頁。
（
2）
R
ichard C
ordell: Som
erset M
augham
 ―
 a biographical and critical study, H
einem
ann, L
ondon  M
elbourne  T
oronto, 1961, p.139
（
3）注（
1）におなじ。
（
4）
M
aupassant: C
ontes et nouvelles 1, G
allim
ard, P
aris, 1974, p.1410
（
5）同右、一六三七頁。
（
6）注（
2）の一六五頁と
 T
ed M
organ: M
augham
, S
im
on and S
chuster, N
ew
 Y
ork, 1980, p.511 にも同じ記事がある。
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一
　
ハーンとモーパッサン
ラフカディオ・ハーン（一八五〇～一九〇四、ギリシャ生まれの著述家、日本名・小泉八雲）の両親は、一八五六年（安政
3）に離婚したため、
かれは裕福な大叔母サラ・ブレナン（一七九三～一八七一）によって養育され、一八六一年（文久元）
―
フランスのルーアン近郊のイヴトー神
学校に入学し、同校で二ヵ年まなび、一八六三年（文久
3）―
イギリスのダーラム市郊外のカトリック系のアショ・カレッジに転じた。
イヴトー神学校は、若き日のモーパッサンが学んだ所であり、かれは一八六三～六四年、一八六六～六七年に断続的に在学した。ハーンもモー
パッサンも一八五〇年（嘉永
3）の生まれであり、ひっとするとイブトー神学校で会っている可能性もある。後年、ハーンはアメリカ時代にフラ
ンスの新しい文学などを英訳し紹介しているが、その中にモーパッサンの短篇があった。
ハーンが移民船に乗ってロンドンまたはフランスのル・アーブルからアメリカに渡ったのは、一八六九年（明治
2、十九歳）のことであった。
かれは二ヵ年ほどニューヨークで暮らすが、どのような生活を送っていたかは不明である。が、やがて中北部のオハイオ州シンシナティに移り、そこで日雇いしごとをしながら、 ろうじて飢えをしのいだ。
その後、各紙や諸雑誌の雇
ハック・ライター
われ文士としてこ口の資をうるようになり、しごとの片手間にフランス文学の翻訳にも手を染めるようになる。一八
七七年（明治
10、二十七歳）十一月
―
メンフィスを経由してルイジアナ州のニューオリンズに到着し、ここでも記者として不安定な生活を強い
られた。
一八八二年（明治
15、三十二歳）から一八八七年（明治
20、三十七歳）まで、ニューオリンズの『タイムズ・デモクラット』紙に文芸記者とし
て勤めた（一日五時間、週給三十ドル） 。かれの主なしごとは、評論・社説などを書くほか、フランス文を英訳することであった。ハーンがまっ向からモーパッサンを論じた評論には、つぎのようなものがある。
「大散文家」 （
A
 G
reat P
rosateur, 一八八四・四・二〇）
「文学上のえん世主義」 （
L
iterary P
essim
ism
, 一八八五・七・五）
 「孤独」 （
Solitude, 一八八六・二・一四）
「厭世主義の武器」 （
A
 D
efence of P
essim
ism
, 一八八六・三・一四）
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「大散文家」において、ハーンはモーパッサンをつぎのように講評している。ほんの数年まえまでは、ほとんど名前すら知られていなかったモーパッサンは、すい星のようにフランス文壇にすがたをみせるや、外国の文学
界もかれに注目するようになった。モーパッサンを世間に紹介したのはエミール・ゾラであった。
半世紀のあいだ、フランスにおいて見ることができなかったものは、
―
一
　
文体の独創
 
一
　
着想の大胆さ
一
　
観察のするどさ
 
一
　
人間性の描写における皮肉な真実さ
などであった。
モーパッサンはまだ三十まえの若い作家であったが、多くの文学者とちがう点がひとつあった。なかなかの商売人であり、金 ため ものを書
くことを辞さなか
その書風（書きぶり）も、すこし変っていた。かれの本は、活字がぎっし
りつまってはいなかった。できるだけ空欄や行間をひろくとり、活字をゆったりと組んだ。わずかの期間にたくさん本を出すことができた理由の一つがこれであった。利益を眼目とし、いまわしいテーマをえらび、みだらなものを描いておれば本が売れた。「文学上のえん世主義」は、主としてモーパッサンの『ベラミ』 （顔立ちのよさと才気を武器に、女をつぎ ぎとろう絡し、出世してゆく新聞記者）について論じたものである。ハーンによる 、これはた か 魅力に富んだ作品であるが、読者に不快感をあたえるものという。なぜなら人間性のある面
アメリカ時代のラフカディオ・ハーン
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をぞっとするほど見せつけているからである。『ベラミ』は、たしかに傑作であるが、文学ということを離れて考えたとき、ある一つの思想傾向
―
えん世主義（現にある人生、世界をいや
がる態度）をしめしている。ハーンによ と、人生とは一つの幻影（まぼろし）にすぎないのである。いいかえると、人生は一つの虚偽、徒労、悲苦なのである。
モーパッサンをして、あるパリの典型的な記者にいわせしめたのは、つぎのような点であった。
　―
人が多少天分にめぐまれていたとしては、大して問題ではない。すべてものに、終りがあるからである。人生は一つの丘のようなものであ
る。昇ってゆく間は、幸福を感じるが、頂上にたどりつき、下り道をたどって行く先にあるのは、死だけである。
生きること
―
息をすること、眠ること、飲み食いをすること、働くこと、夢をみること、望むこと
―
の先にあるのは、死ぬことだけなので
ある。死のみがうごかしがたい事実なのである。「孤独」 （人間の孤独感について記したもの）は、二人の男がシャンゼリゼの大通りを凱旋門にむかって散策していたときのことばのやり取りである。この短篇は、対話の形で書かれたものである。男たちの食事がおわったのち、二人の旧友は散歩に出かけた。友人はつぶやいた。
―
われわれが生きてゆくうえで大きな苦しみは、われわれが永遠に孤独であることに起因している。われわれのすべての努力、われわれの行為
のすべては、この孤独から逃れ ことを目標にしている。
わたしは自分をとりまいているおそろしい孤独を発見して、それがどんなものかがわかった。そのいまわしい苦痛に、しばらくまえから耐えて
いるのだ。
愛の世界にはいると、ひ は自分の世界が広くなったような気になる。この上ない幸福がしのび込んでくる。ひとはなぜこの大きな幸福感がえ
られるのか。それはもはやじぶんはひとりぼっちではないと思うからである。
ハーンによると、人 じぶんしかわからない、精神的わびしさの中で生きているという。そしてこの孤独から逃れ 唯一の方法は、死によって、
自然と同化す ことを願うことである。
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「孤独」をよむと、ポー（一八〇九～四九、アメリカの短篇作家、詩人）の「群集の人」が想い出される。それは一人でいることができない老人の奇行を描いた作品である。病
やまい
あがりの老人は、秋のある日の夕暮れに、ロンドンのカフェで、窓の外を行き来している通行人をながめていた。
そのとき六〇から七〇歳代の背のひくい、やせた老人の表情が注意をひいたので、その跡をつけた。するとその老人は、人出の多い大通り、人で雑沓している広場、大勢の人があつまって る市場、よっぱらいでいっぱいの酒場などに入ってゆき、人込みのなかに歓びを感じているようだった。
この奇態な老人は、孤独な人間にちがいなかった。群集のなかにしか、じぶんの居場所がない人間であった。ポーのこの作品は、モーパッサン
の「孤独」と同工異曲であるように思える。「厭世主義の武器」の要旨は、つぎのようなものである。モーパッサンが自分の説を弁護するさいの武器としたのは風刺であるが、ハーンによると、それは役に立たぬよろいだという。モーパッサンに
よると、罪悪や不幸といったものは、事実を誤って認識することから生じたものだという。このような仮定に立つと、モーパッサンは皮肉ぽく厭世主義を抑える法律を設けることを提唱してよろこんでいる（ハーン） 。
ハーンが夫人とともに上京したのは、一
）
（（
（明治
八九六年八月の末ごろであった。かれは同年九月八日
―
東京帝国大学文科大学講師の辞令（月給四〇
〇円）をもらい、九月十一日から講義を開始し、同大学には一
）
（（
（明治
九〇三年三月まで約六ヵ年つとめた。ハーンを東大に呼んだのは外山正一（当時、
文科大学学長）であった。担当科目は、英文学史・詩論・詩人論・文学論であった。授業時間は、週に五日―十二時間。これは退職するまで変らなかった。
月………午前
11～
12 
（一時間）
火…… 午前
8～
12 
（四時間）
水…… 午後
1～
3 
（二時間）
木…… 午前
10～
12、午後
2～
3 
（三時間）
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金………午後
1～
3 
（二時間）
注・田部隆次著『小泉八雲』北星堂、昭和
25・
6、二二四頁。
ハーンは講義において、モーパッサンを真っ正面から論じることはなかったが、他との比較においてたびたび引きあいに出した。ハーンの観るところ、モーパッサンは感情に訴えることばや暗示を用いなくても、もっとも力強い感動を生むことができた作家であった
（
S
tudies of extraordinary prose ） 。
モーパッサンは、あらゆる現代文学において、おそらくもっとも偉大な短篇作家であろう（
L
ater E
nglish fiction, p.368 ）
フランスは、モーパッサンを生んだが、おそらくかれは全文学史上、もっともすぐれた短篇作家であろう。思うにキップリング（一八六五～一九三六、
イギリスの作家）と比肩しうるのは、モーパッサンだけであろう（
L
ater E
nglish fiction, p.377 ）
モーパッサンのすばらしい、いわゆる物語の多くは 物語ではなくて、じっさいは写
スケッチ
生画なのである（
T
he prose of sm
all things, p.447 ）
思うにきっとキ プリングは、主としてモーパッサンを研究することによっ 着想を得たものにちがいない。諸君はモーパッサンについて何か知って
いるはずである。かれの短篇の多くは、日本語に訳されているはずであるから。読者はモーパッサンの作品がもつすぐれた特色にすぐ気づくが、それは文体の簡潔さ わ われがおどろくのは、かれのことばではなくて、言わずもがなである。モーパッサンは、不必要なことばを一語たりとも使わない。叙述や説明もしない。登場人物に語らせることによって、その人物を描くだけである。その語り口から、読者 登場人物がどのような人間かを知るのである。
モーパッサンの物語は、写真のように生き生きとしている。
―
強烈なカラー写真のようである。かれの物語は、単なる画像をあたえているだけでは
ない。読者に聴覚、味覚、感触、にほ などを伝える。
モーパッサンの作品の恐るべき特徴は、あらゆる同情がまったく無いということである。作家の側 い なる人間 し 感情 ないということ る。
（
V
ictorian fiction, p.691 ～
692 （
1）
）
124（31）
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このようにハーンは、モーパッサンの文学的特色をよくとらえている。そしてかれを評するとき、いつも「もっとも偉大な」とか「もっともす
ぐれた……」といった風に、最大級の賛辞をおしまない。
一八八一（明治
14）年十二月
―
ニューオリンズの『タイムズ・デモクラット』紙（ 『タイムズ』紙と『デモクラット』紙が合併したもの）の
文芸部長に迎えられたハーンは、フランスの現代作家の作品をさかんに翻訳するが、その中にはモーパッサンの作品も多くふくまれる。たとえばハーンは、 『タイムズ・デモクラット』紙のために、モーパッサンの反訳を二十九篇のせた。
No.
24
M
ohom
m
ed F
ripouille 「モハメッド・フリプイユ」
No.
68
C
oco
「ココ」
No.
27
T
he C
onfession
「告白」
No.
69
A
 P
arricide
「親殺し」
No.
41
A
 V
endetta
「復讐者」
No.
71
S
uicides
「ある自 者の手記」
No.
42
A
 C
ow
ard
「ひきょう
No.
79
T
he C
olonel ’s Ideas
「大佐の考え」
No.
45
T
he R
eturn
「帰郷」
No.
105
T
he U
m
brella
「かさ」
No.
46
T
w
o F
riends
「二人の友人」
No.
107
H
appiness
「しあわせ
No.
56
A
 M
adm
an
「狂人」
No.
110
H
e
「あいつか」
No.
59
In O
ran
「オランで
No.
111
T
oine
「トワーヌ」
No.
69
E
n V
oyage
「旅路」
No.
112
T
he D
ow
ry
「持参金」
No.
61
L
a M
ère S
auvage
「ソーヴァジュ婆さん」
No.
114
T
he Jew
elry
「宝石」
No.
62
T
he A
dopted child
「養子」
No.
138
P
ierrot
「ピエロ」
No.
63
T
he C
hild
「子ども」
No.
156
T
he D
rum
「ドラム」
No.
64
T
he M
inuet
「メヌエット
NO.
162
A
t S
ea
「海上異聞」
No.
65
M
y U
ncle Jules
「ジュール叔父」
NO.
178
S
im
on  P
apa
「シモンの父」
No.
67
T
he C
hair M
ender
「イスなおしの女」
注・
G
. M
. G
ould, M
. D
: C
oncerning L
afcadio H
earn, G
eorge W
. Jacobs &
 C
om
pany, 1908, p.376 ～
p.385 を参照。
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ハーンは新聞のために三〇〇篇ほどの反訳をのせたが、
G グアドourd の前掲書には、二十九篇の短篇が掲げてある。
ハーンは非凡な才能をもった新しいフランス作家をみつけるのが上手であり
（
2）
、その発見に並みはずれた直観力を発揮した。かれはモーパッサン
やピエール・ロチ（一八五〇～一九二三、小説家）を発見しただけでなく、世間にあまり知られていなかったヴィリエ・ドゥ・リラダン（一八三八～一八八九、詩人・小説家・劇作家）やフランソワ・コペ（一八四二～一九〇八、詩人・小説家）などにも注目した。が、後年、これらの文学者は、第 級の地位をえた。
注（
1）
L
afcadio H
earn: A
 H
istory of E
nglish L
iterature, T
he H
okuseido P
ress, T
okyo, 1938 から引用した。
（
2）
L
afcadio H
earn: Sketches and tales from
 the F
rench, T
he H
okuseido P
ress, T
okyo, 1935, p.1
122（33）
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一
　
漱石とモーパッサン
夏目漱石の旧蔵書の総数は、三〇六八冊である。その内訳は、 『漱石文庫目録』 （東北大学附属図書館編）によると、洋書一六五〇冊、和漢書一
四一八冊である。洋書についていえば、その収集範囲は専門とする英文学関係にとどまらず、文学一般、他国文学、歴史、哲学、科学、芸術、語学など、じつに多岐にわたって る。
他国文学についていえば、ギリシャ・ローマ文学、ロシア文学、スペイン文学、イタリア文学、フランス文学、ベルギー文学、ドイツ文学、ノ
ルウェー文学など、ヨーロッパ各国の文学をほぼ網羅している。
フランス文学関連の書物としては ボードレール、ブールジェ、
　
ドーデ、フランス、ゴーティエ、ゴンクール、ロチ、モーパッサン、メリメ、
モンテーニュ、ミュッセ、プレヴォ、ルソー、ロスタン、ブーヴ、ヴォルテールなどの著作を収蔵している。
モーパッサンのものとして、漱石は英訳三冊、フランス語の原書二冊、計五冊もっている。すなわち、
―
747　
M
aupassant (G
. de) A
 w
om
an ’s soul: tr. by H
. B
lancham
p. L
ond. G
reening, 1907. 292 p.
16 。
 (L
otus library) 書入れ、傍線あり。
748　
M
aupassant (G
. de) W
orks: tr. by G
. B
. Ives. N
. Y
. P
utnam
, 1904. 291 p.
16 。
(L
ittle 
F
rench m
asterpieces) 書入れ、傍線あり。
749　
M
aupassant (G
. de) P
ierre and Jean: w
. a critical introd., by the E
arl of C
rew
e. L
ond. 
H
einem
ann, 1902. 235 p.
 8. 。
(A
 century of F
rench rom
ance) 書入れ、傍線あり。
750　
M
aupassant (G
. de) L
es dim
anches d ’un bourgeois de P
aris. P
ar. O
llendorff, 1906. 189 
p.
12, 。
(O
euvres com
plètes illustrées de G
uy de M
aupassant)
　　
注・ 『漱石文庫目録
 C
alalog of SO
SE
K
I C
ollection ［東北大学附属図書館、昭和
46・
夏目漱石の肖像
（34）121
10］より引用。なおこの目録には
T
oine. P
aris: P
ar. O
llendorff, 1906 (O
euvres C
om
plètes illustrées de G
uy de M
aupassant) が一
0
冊抜けおちている0
。この版本は、 「漱石山房蔵書目録」 （岩波『漱石全集』 ）にみられるが、東北大学の漱石文庫には見当らぬと
いう（司書談） 。
つぎにこれらの版本の各特徴や書き入れなどについて述べてみよう。A
 w
om
an ’s soul は、原題を
 U
ne V
ie （ 『女の一生』 ）という。この作品は、一八八三年二月二十五日から同年四月六日まで『ジル・ブラス』紙に
漱石がもっていたモーパッサンの諸作品。
［東北大学附属図書館蔵］
120（35）
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連載された。深窓の娘が淫蕩な男のところに嫁に行き、夫と不肖の息子にさんざん苦労させられる女の生涯を描いた作品である。
この英訳は、ロウタス・ライブラリー版の一冊であり、紫色の表紙のポケット判の本（
17.8㎝×
11.5㎝、全二九二頁）である。とびらの左側にモー
パッサンの肖像写真があり、その右側に左記のような文字が印刻されている。
A WOMAN’S SOUL
BY
GUY DE MAUPASSANT
Done into English　　
　by Henry Blanchamp
Greening & Company 
London: 1907
書き入れについていえば、 「前とびら」および「見返し」 （書物の表紙を裏がえした所）に、つぎのような漱石じしんの寸評がある（注・現在、
この部分は見当らぬ
0
。だれかが切り取ったものか
0
？） 。
○
  完全ナル芸術的作品ニアラズ
○
  作者ハ
  Jeanne  ノ一生ノ運命ヲ描ケリ。一生ノ運命ニハ
 continuity ナキヿ
こと
多シ
○
  一生ノ運命ハ
  カゝル小冊ニテ
　
書キ了
おわら
セベキモノニアラズ。モシ書キ了セントセバ
  冒頭ヨリ其
その
心こころ
組ぐみ
（心がまえ）ニテ掛ラザル可カラズ。作者ハ普
通ノ小説ト同ジク筆ヲ著
つ
ケ始メタリ。
○
  従ツテ
　
簡ナルベキ筈ノ処
ところ
  却かえっ
ツテ密ニ密ナルベキ筈
はす
ノ所（後半）ハ
  却ツテ粗ナリ。前半ノクダクダ敷
しく
ニ反シテ
  終リノ方ノ如
いか
何ニ急ギ足
あし
ナルカヲ見
ヨ○
  事件ニ連続アリ。事件に中心ナシ。
河かわ
ハ平面ヲウネリ行クニ過ギズ。
途とぎ
切
レヌト云フ迄ナリ。
此これ
故ゆえ
ニ
  ツゞクト
雖
いえども
  局部局部ノ
見み
所どころ
ガ
違ちが
フ。
即すなわ
チ
  ド
レガ主眼ナルヤヲ弁セズ。此点ニ於テ
  興味散
さん
漫まん
ニ傾
かたむ
ク。
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モシ主人公ノ一生ノ運命ソノモノガ
  興味〔ノ〕中心ナリト云はゞ
  夫それ
迄まで
ナリ
○
 Jeanne ノ夫ハ
　
下女ト通ジ。其
その
上うえ
有夫姦ヲ犯ス。
Jenne ノ父モ母モ不品行ナリ。コトサラニ
  斯かか
ル人物ヲ集メテ小説ヲ作ル必要ヲ認メズ
○
 Jeanne ノ叔母サンアリ
  何なん
ノ為
ため
ニ出
い
デ來
きた
ルや
○
 C
haracterization トシテハ
  人物 イヅレモ入
にゅう
神しん
ナラズ（よく描かれていない
―
引用者） 。是
これ
ガ物
もの
　た
足リヌ大
だい
源げん
因いん
カモ知レズ
○
  作者ハ
  只ただ
事件ノ推移ニヨリテ
 Jeanne ノ運命ノミヲ描カントアセリ過ギタルニハ
  アラザルカ。
○
  此この
二三頁書キ過ギタリ。モツト墨ヲ惜ムベシ。安価［この書き入れは、エンピツ書き］
（
p.15. 1. 1 ―
）
○
 good （
p.78. 11. 25-31. p.79. 11. 17-26 ）
○
 too m
uch （
p.79. 11.29-33 ）
注・ 『漱石全集
　
第十六巻
　
別冊』 （岩波書店、昭和
42・
4） 、一四一～一四二頁。
なお、同書には訳者による序文（
P
reface ）が付いているが、その六頁につぎのような英文があり、たてに
＝
（二本線）が引かれている。
A
fter all, the only questions
a w
riter, no less than critic, has
to consider in regard to a w
ork
of literary art, are; Is the subject
w
orth treating ? and has it be w
ell
treated ?
九頁には、 「脂肪の塊」や「ベラミ」の作品名がみられるが、それにはエンピツで下線が引かれている。
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B
oule de S
uif と
 か
 B
el-A
m
i といった風に。十一頁には、つぎのような英文がみられ、二ヶ所下線が引かれている。
H
e ( ＝
M
aupassant) gradually lost the pow
er he had originally of looking at life w
ith w
hat one of his F
rench critics has called “un pessim
ism
e gai (a gay, 
m
erry pessim
ism
); his deeper institution changed his view
 to that of “un pessim
ism
e som
bre ” (a som
ber,  gloom
y pessim
ism
).
『漱石文庫目録』に
w
orks とあるものは、モーパッサンの『作品集』である。背文字に、
L
ittle F
rench M
asterpieces と
 M
aupassaut の文字がみら
れる。黄緑色の表紙のポケット判の本（
16.5㎝×
10.5㎝、全二九一頁）である。
とびらの左側にモーパッサンの肖像写真があり、その右側に左記のような文字が印刻されている。
Little  French  Masterpieces
　　Edited by
Alexander Jessup
Guy de Maupassant
An Introduction by
Arthur Symons
The Translation by
George Burnham Ives
G.P. Putnam’s Sons
New York and London
The Knickerbocker Press
1904
同書の一～一九頁までが、序文（モーパッサンの小伝）である。この版本に収められているのは、つぎのような短篇七つである。
T
he H
orla 
p.3 ～
59 
「オルラ」
L
ittle S
oldier 
p.63 ～
78 
「兵士」
A
 C
ow
ard 
p.81 ～
99 
「ひきょうもの」
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V
ain B
eauty 
p.103 ～
145 
「むなしき美貌」
T
he P
iece of S
tring 
p.149 ～
164 
「ひも」
M
oonlight 
p.167 ～
178 
「月光」
T
he N
ecklace 
p.181 ～
200 
「首かざり
T
allow
-ball 
p.203 ～
291 
「脂肪の塊」
同書はモーパッサ関連の蔵書のなかで、いちばん書き入れの多い版本である。漱石は万年筆を用いて書き入れている。
T
he H
orla
…
…………………
愚ぐ
作さく
ナリ（五九頁、作品のおわりの余白に）
L
itte S
oldier
…
………………
最も 作ナリ（七八頁、作品のおわりの余白に）
A
 C
ow
ard
…
…………
最も愚作ナリ（九九頁、作品のおわりの余白に）
V
ain B
eauty
…
…………
面白イ。然
しかし
シ要スルニ愚作ナリ。モーパサンは馬
ば
鹿か
ニ違
ちがい
ナイ。コンナ愚
おろか
ナ
ヿ
ヲ考ヘツク者ハ
  軽薄ナル仏国ノ現代の社会ニ
生レタ文学者デナケレバナラナイ。
毫わずか
モ
真しん
摯し
ナ所ガナイ。シカモ毫モ
滑こっ
稽けい
ナ所ガナイ。
只ただ
人ひと
ヲ
釣つ
リ
込こ
ンデ読マセル技術
ト
  之ヲ釣リ込ム夫婦ノ関係アルノミデアル
而しこう
シテ其夫婦ノ関係タルヤ、馬
ば
鹿か
気げ
テ居
い
テ毫モ人生ノ大問題ニワタラナイ。
　
西洋ノ夫婦ハ
  夫婦ヲ大事ニスルト公言シナガラ
  其そのくち
口ノカハカヌ内ニ
  コンナ軽薄ナイタヅラヲ
  到ル所ニ演
え
ジテ居
い
ル。英
国デモサウデ〔ア〕ル。仏国ハ尤
もっと
モ甚
はなはだ
シイ。
―
日本ナラバ噺
はなし
家か
ノヤリサウナヿダ。何等ノ趣味モナイ考モナイ寄席ヘ行ツ
テ手ヲパチ〳〵叩く連中が歓迎スルノミデアル。　
文学ハコヽニ至ツテ堕落デアル。此技術アル文学者ガ堕落シタノハ
  尤もっと
モ
厭いや
ナ感ジデアル。容色ノイヽ女デオキヤンナノ
ト同様デアル。英国ノ貴婦人
抔など
ト云フ者ハ
  之ヲヨンデ拍手スル連中バカリデアル。要スルニ高尚ナ趣味モ何モ分ラナイノデアル（一四六
頁、作品のおわりの余白に）
T
he P
iece of string
…
………
モーパサンは
何いつ
時
でもこゝ迄かくからいけない。こゝ迄かけば不自然ニナツテ、
折せっ
角かく
ノ話ヲ
打うち
壊こわ
して
仕し
舞ま
ふ。 （一六四頁、
116（39）
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英訳「むなしき美貌」にみられる漱石の寸評。［東北大学附属図書館蔵］
英訳「脂肪の塊」にみられる漱石の寸評。［東北大学附属図書館蔵］
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作品のおわりの余白に）
M
oonlight
…
…………………
是これ
ハヨシ（一七八頁、作品のおわりの余白に）
T
he N
ecklace
… ……………
此この
落お
チガ、嫌
きらい
デアル。コヽニ至ツテ今
いままで
迄ノイヽ感ジガ
悉
ことごとく
ク打
う
チ壊
こわ
サレテ仕舞フ。ナゼモーパサンはかうだらう。此一節ガ
ナケレバ
  夫婦ノ辛苦シタノハ
  全ク義理堅イ美徳デ
  軽薄ナル細君モ此
この
出来事ノ為メニ
  真正ナル人間トナツタノダカラ、読
者モ非常ニ同情ヲモツテ読ンデ行カレルノニ、
此この
結末ノ一節ノ為メニ
  夫婦ハ
丸まる
デ馬鹿ニサレテ仕舞フ。ツマリ
毫わずか
モ
利り
目もく
ノ
ナイ美徳ヲツクシテ居
い
タノデアル。
　
天下ニ何ガ愚ダト云ツテ、人ニ馬鹿ニサレナガラ
  善ヲ骨ヲ折ツテ
汲きゆう
き々ゆう
為シツヽアル程愚
おろか
ナヿハナイ。換言スレバ
  其その
人
ノナス善行ガ善行トシテ
寸すん
毫ごう
ノ結果モ生ジナイ程愚ナ
ヿ
ハナイ。モシ運命ガ相手（此話ノ場合ノ如キ）デアルナラバ
  読ミ
了おわ
ツテ馬鹿々々シイ感ジガスル。モシスレカラシのワル者ガ相手ナラバ
  読ミ了ツテ
其その
相手ガニクラシクナル。相手ガニク
ラシクナルノハ、夫婦ニ同情ヲ増ス訳ダカラ少シモ
構かま
ハナイ。相手ガ運命デアル
ニハ
  夫婦自身ガ馬鹿々々シク感ズル
程
  読者モ馬鹿〔々々〕シク感ズル。
　
モーパサンは何ヲ苦シンデ
  此夫婦ノ美徳ヲ殺シテ仕舞ツタノカ分ラナイ。ツマリ仏国ノ現代ノ社会ニ生息シテ
  其冷
れい
刻こく
ナ、
皮肉ナ空気デ
  自身ガ臭クナツテ居ルカラデアル（二〇〇頁、作品のおわりの余白に）
T
allow
-ball
… ………………
是ハ立派ナル作物ナリ。但シ後段ノ
  食物ヲ馬車中ニ食
く
フ人々ガ売春婦ノ恩ヲ忘レテ、一片の肉ヲモ与ヘザル所ハ、著者得意ノ所ニシテ
  却ツテ不自
然ナリ。其
その
前まえ
迄まで
ニテ沢
たくさん
山ナリ（二九一頁、作品のおわりの余白に）
漱石がもっていたウィリアム・ハイネマン社の『ピエールとジャン』は、空色の表紙の大型本（
22.5㎝×
15.5㎝、全二二五頁）である。
とびらの左側に、モーパッサンの肖像写真があり、その右側に左記のような文字が印刻されている。
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Pierre and Jean
Translated from the French
Guy de Maupassant
With a Critical Introduction
By the Earl of Crewe
London: William Heinemann
Memii
注・一九〇二年刊
同書の見返しに、インキで
―
名作ナリ。
U
ne V
ie の比
ひ
　
アラズ
といった書き入れが一行みられる。この版本には、訳者クルー伯の序文（解説）が付いているのだが、漱石はところどころエンピツで線などを引いている。
T
he artist, then, says M
aupassant, is in a sense the slave of his personality; he m
ust w
rite as he can, not as he w
ould. 〔
p.ix 〕
B
ut if no rules exist, is there no preferable plan of w
riting. 〔
p.x 〕
O
n the other hand, the analytical w
riter pure and sim
ple w
ho sets him
self to explain w
hy ……〔
ibidem
〕
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つぎのような短・中篇のタイトルに、エンピツで線を引いている。
B
oule de S
uif, L
a M
aison T
ellier, Y
vette, M
onsieur P
arent, L
e H
orla, L
e V
agabond, L
e D
iable, L
’A
uberge, U
ncle S
ilas. 〔
p.xiv ～
xix 〕 。
handling of sex-relations? 〔
p.xxii 〕
O
f “T
he N
ovel ”  中のつぎの文章［解説］に、エンピツで下線が引かれている。
N
ow
 the critic w
ho assum
es that “the novel ” can be defined in conform
ity w
ith the ideas he has based on the novels he prefers, and that certain 
im
m
utable rules of construction can be laid dow
n, ……〔
p.xlvi 〕
H
is aim
 is not to tell a story to am
use us, or
to appeal to our feelings, but to com
pel us to
reflect, and to understand the occult and deeper 
m
eaning of events. 〔
p.xlix 〕
“L
e vrai peut quelquefois, n ’est pas le vrai sem
bles ” (T
ruth m
ay som
etim
es not seem
 probable) 〔
p.lii 〕
つぎの文章がみられる余白に、エンピツで
 original （独創的な）とある。
　　　　　　　
T
here is an unexplored side to everything, because w
e are w
ont never to use our eyes but
w
ith the m
em
ory of w
hat others before us have thought of the things w
e see.　　　　　　　　　　
〔
p.lxii 〕
以上は英訳であるが、漱石は原書としてさし絵入りのオレ ドルフ版『パリの一市民の日曜日』 （
D
im
anches d ’un bourgeois de P
aris ）と『トワ
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ーヌ』 （
T
oine ）をもっていた。両書ともポケット版であり、本の大きさは
17.7㎝×
12.8㎝である。
『パリの一市民の日曜日』 （全一八八頁）のとびらには、
Oeuvre complètes illustrées
de
Guy de Maupassant
Les Dimanches d’un Bourgeois
de Paris
Dessins de Geo. Dupuis
Paris
Librairie Paul Ollendorff
1906
とある。この版本に収められている作品は、つぎの十篇である。
P
réparatifs de voyage 
p.1 ～
18 
「旅行のしたく」
P
rem
ière sortie 
p.19 ～
38 
「初出撃」
C
hez un am
i 
p.39 ～
56 
「友人の家で
P
êche à la ligne 
p.57 ～
78 
「さお釣り」
D
eux hom
m
es célèbres 
p.79 ～
100 
「二人の有名
A
vant la fête 
p.101 ～
118 「祭りのまえ」
U
ne triste histoire 
p.119 ～
132 「悲しい話」
E
ssai d ’am
our 
p.133 ～
148 「恋の試み」
U
n dîner et quelque idées 
p.149 ～
168 「夕食とある考え」
S
éance publique 
p.169 ～
188 「公開の審議」
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『トワーヌ』に収録されているのは、つぎの十六篇である。
T
oine 
P
.1 ～
25 
「トワーヌ」
L
’H
om
m
e-F
ille 
P
.29 ～
36 
「むすめ男」
B
om
bard 
P
.39 ～
52 
「ボンバール」
L
e père M
ongilet 
P
.55 ～
68 
「モンジレじいさん
L
’A
rm
oire 
P
.71 ～
85 
「衣装戸だな」
L
a C
ham
bre 11 
P
.89 ～
106 
「十一号室」
L
es P
risonniers 
P
.109 ～
135 「捕虜」
N
os A
nglais 
P
.139 ～
156 「わがイギリス人たち」
L
e M
oyen de R
oger 
P
.159 ～
168 「ロジェの方法
L
a C
onfession 
P
.171 ～
187 「ざんげ」
L
a M
ère aux M
onstres 
P
.191 ～
205 「奇形児の母
L
a C
onfession de T
hèodule S
abot 
P
.209 ～
226 「テオデュール・サボ さんげ」
L
e T
ic 
P
.229 ～
241 「けいれん」
F
ini 
P
.245 ～
257 「終われり」
M
es 25 jours 
P
.261 ～
277 「わが二十五日
L
a question du L
atin 
P
.281 ～
301 「ラテン語の問題」
漱石はいつごろこれらの版本を入手し、読んだのであろうか。おそらくかれはモーパッサンのこれらの作品を丸善その他の書店において求めた
ものと考えられる。漱石がもっていた版本は、一九〇二年（明治
35）から一九〇八年（明治
41）にかけて出版されたものであるが、この間に丸善
が輸入したモーパッサンの作品（英訳本）には、つぎのようなものがある。
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明治
40・４……『ベラミ』と『女の一生』が入荷したと報じているが、版元と刊行年を明らかにしていない。
明治
41・
10……マスィソン社版『女の一生』 （刊行年未詳）が入荷した。
明治
41・
12……『ベラミ』とグリーンニング社版『女の一生』 （一九〇七）が入荷した。漱石は後者の作品をもとめた。
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明治
42・５……『ピエールとジャン』が入荷した。版本と刊行年について明示されていないが、おそらくウィリアム・ハイネ版（一九〇二刊）であろ
う。漱石はこの版本をもっていた。
明治
42・６……グリーンバック双書『作品集』 （刊行年未詳）が入荷した。
注・以上は、 『学燈』の巻末にある「入荷図書目録」からひろったものである。
フランス語の原書二冊のうち、 『パリの一市民の日曜日』は、一九〇六年（明治
39）に、 『トワーヌ』は一九〇八年（明治
41）にそれぞれ刊行さ
れているが、漱石はこれら二冊をいつ購入したものかはっきりしない。おそらく明治の末に求めたものかもしれない。
筆者は、東北大学附属図 館で、 『トワーヌ』を実見する機会を逸した。 『漱石文庫目録』に、同書が抜け落ちていたからである。したがって書
き入れの有無をたしかめることができなかった。同書には、漱石の短篇「手紙」との関連で重要な「わが二十五日」 （
M
es 25 jours ）が収められ
ている。
漱石は主に英訳によって、モーパッサンの作品に親しんでいた であるが、フランス語はからきし知らなかったわけでもなさそうだ。
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漱石とフランス語。夏目 （一八六七～一九一六）は、小学校を三度転校したのち、東京府第一中学校に入学したが、そこを二年ほどでやめ、二松学舎に転じた。
のち入試のための学校を経て、十八歳のとき、大学予備門（のちの第一高等中学
―
五年制で予科三年、本科二年）に入学した。当時、予科のほ
うは三級、二級、一級となっていて、最初 三級はどうやら及第したが、二級のとき腹膜炎をやり落第した。かれは二級をくり返し、一級に進んだとき、第二外国語としてフランス語をえらんだ、といっている（ 「落第」 『中学文芸』一巻四号所収、明治
39・６・
20） 。
漱石はフランス語をどのていど習得したものか明らかでないが、深く修めることはなかったであろう。かれの創作の中にいろいろフランス語の
ことが出てくる。
元来蟷
かまきり
螂の羽
はね
根は彼の首と調和して、頗
すこぶ
る細長く出来上ったものだが、聞
き
いて見ると全
まった
く装飾用だそうで、人間の英語、仏語、独逸語の如く毫
わずか
も実用
にはならん（ 「吾輩は猫である」 ） 。
この文章は、学校で習う中途半端な外国語が、じっさい役立たぬことを、お飾り的なカマキリの羽根にひっかけて、やゆしたものであろう。ほ
かにもつぎのような作品において、主人公はフランス語を用いている。
三四郎の筋向に
坐すは
つてゐた色の白い品の
好い
い学生が、しばらく
肉ナイフ
刀
の
手を
休や
めて、与次郎の連中を眺めてゐたが、やがて笑ひながら、
I イルl a ア l ルe 
d デイアブルiable a オーコルu
corps （悪魔が乗り移つてゐる）と冗談半分に
仏〔フランス〕
蘭西
語を使つ
た（ 「三四郎
　
6」 ） 。
奥の四畳半で
先さつき
刻
からお金さんに学課の復習をして
貰もら
つてゐた
真ま
事こと
が、
突然お金さんには丸で
解わか
らない
仏〔フランス〕
蘭西語
の読本を
浚さら
ひ始めた。ジユ、シ
ユイ、ポリ、とか、チユ、エ、マラード、とか、一字一字の間にわざと
漱石のいたずら書き
［東北大学附属図書館蔵］
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長い句
く
切ぎり
を置いて読
よ
み上
あ
げる小学二年生の頓狂な声を、例
いつも
ながら可
お
笑か
しく聞
き
いてゐる津田の頭
あたま
の上
うへ
で、今度は柱時計がボン〳〵と鳴つた。 （ 「明暗
　
二十
八」 ） 。
漱石が文部省留学生として、英語研究のため二ヵ年間のイギリス留学を命じられたのは、明治三十三年（一九〇〇）五月中旬のことであり、九
月八日横浜よりプロイセン号で出帆した。長崎、上海、香港、シンガポール、ペナン、コロンボ、アデン、スエズ、ナポリ、ジェノバ、トリノを経て、パリのリヨン駅に着いたのは、十月二十一日（日）の午前八時ごろのことだった。
北イタリアからパリにむかう途中、英語で用を弁じようとすると、仏蘭西語が返えってくるし、パリに着けば西も東もわからず、同行の藤代禎
輔（一八六八～一九二七、ドイツへ留学し、のち東大教授）が船中でにわか勉強した
（
1）
フランス語をつえとも柱ともたのんで、親切なるフランス人
をみつけ、その者の世話で馬車をやとい、宿所にいたった。
漱石はこの時点で、英語一辺頭では、世間には通用 ないことを知っ はずである。ロンドン留学中の、かれの 学上の劣等感にたいする愚痴ともうけとれる私記に、つぎ ようなものがある。
自慢ぢやないが仏蘭西語も
独（ドイツ）
乙語
も読めない
  其代り
羅ラテン
甸
も
希ギリシャ
臘
も出来ない
―
何なに
、それでは論理に合はない、いや
是これ
は失敬
―
夫それ
なら始めから出直
さう（明治
34年―
「断片
12」 ） 。
漱石は満二ヵ年の留学をおえて、明治三十五年（一九〇二）十二月上旬、日本郵船の博多丸でロンドンを出帆し、帰国の途につくのだが、フラ
ンス語ができないと、いろいろ不都合があり、せっかくヨーロッパにやって来たのだから 留学を延期してでも 現地において学びたいと思っていた。
僕は順
じゅん
に行けば来月の十月末
  若〔もし〕
くは十一月始
はじめ
ニ帰朝するのだが
  少シ仏
〔フランス〕
蘭西に行つて居たい
  どうも仏蘭西語が出来んと不都合だ
  折せっ
角かく
洋行の序
ついで
にやつ
て行きたいが四ヶ月か五ヶ月でいゝが
  留学延期をして仏蘭西に行く事は出来まいか
  狩野君から上田君に話して貰ひたい
  そうして
一ちょっと
寸
返事をよこして
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貰ひたい。そうすると
  サ来年四月位に帰ル訳ニナル
注・東京
　
狩野亨吉
　
大塚保治
　
菅虎雄
　
山川信次郎宛書簡
　
明治
34・２・９付。
漱石はそれまで英語をふりまわしてめしを食べてきたが、フランス語やドイツ語を学びたい、といった意向がつよかった。
朝日新聞の湯島近辺といふのを読んで御覧。ああ云ふ小説もかいて
好よ
いと云ふ御許しが出ると
  小説家の気も大きくなる。僕もまだ二三十年は英語を
教へないでどうかかうか飯が食へさうだ
悪縁で英語を習ひ出したが
  是から可
〔なるべく〕
成英語を倹約して
  独乙と仏語にしたいと思ふ。先づ独乙を君に教はりたい。夏休み以後は少しやつてくれ玉へ。
注・小宮豊隆宛書簡
　
明治
40・７・
19付。
じっさい漱石は、帰国後小宮豊隆からドイツ語の個人レッスンをうけている。明治四十二年（一九〇九）四月から七月にかけて、アンドレーエ
フ（一八七一～一九一九、ロシアの世紀末を代表する小説家）の独訳（作品名不詳） 、ハウプトマン（一八六二～一九四六、ドイツの劇作家・詩人）の
B
arnw
ärter T
hiel, 1888 （ 「踏切番ティール」 ）などの講読をうけた。
明治四十三年（一九一〇）十一月中旬
―
病気療養のため、修善寺から帰って一か月めのことだが、漱石はフランス語を勉強している。
フランス語のわからぬ単語は、仏独辞典をひき、またわからぬドイツ語は、独英辞典を用いた。かれは退院するまで、フランス語とドイツ語に
通じるようになりたかった。
漱石は終生、仏独両語を習得したい、といった願望がつよかった。
小生は教師をやめてか〔ら〕字
じ
引びき
は殆
ほと
んど引かない自分でも可
〔おか〕
笑しい位である
  独〔ドイツ〕
乙や仏
〔フランス〕
蘭西を物にしやうと思ふが
  時間が足らず
  近頃は病後
恣
〔ほしいまま〕
に
閑ひま
を貪
むさぼ
つて画
え
ばかりかいてゐる
注・野村伝四宛書簡
　
大正２・６・２付。
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近頃は不勉強にて外国のものを読まず、仏語と独乙語の稽古のために
  雑誌などを見るけれども
  それすら思ふやうに行かんので
  自分も恐縮してゐま
す。
注・畔
くろ
柳やなぎ
芥かい
舟しゅう
宛書簡
　
大正３・１・７付。
ひとは語学の才にめぐまれていたとしても、とうていひとつ二つの外国語を完全に身につけることはできないのである。漱石の英語力は、明治
人のものとしては卓絶していたとしても、完ぺきなものではなかった。かれはじぶんの英語力がどの程度のものかじゅうぶん承知していた。ロンドンには二年いたが、相手のいうこ がよくわからなかったし、こちらのいいたいことも満足にいえず、情けないおもいをした、と日本に る知人らに報告している（狩野亨吉、大塚保治、菅虎雄、山川信次郎宛書簡
―
明治
34・２・９付） 。
漱石は、いったい外国語というものをどのように考えていたのであろうか。かれの観るところ、西洋諸国 同一 宗教、同一の衣食、同一の風俗をもっている。各国語の構造もだいたいよく似ているから、他の言語に移
ること、すなわち外国語を学ぶこ は困難ではない。 え いえば、東京人がサツマの方言を学ぶよりも容易である。翻って考えると、日本の風俗習慣、言語は西洋のものと別物である。だから日本人が西洋語を学ぶと 、大きな困難を覚えるのはこのためである。
外国語は、学問をやるときの器械であるから、われわれはぜひともそれに通じておく必要がある。われわれは外国語の学習 おいて、ばかばか
しいほどの労力と時間を費すのはやむをえな 。ラテン語、ドイツ語、フランス語のために、貴重 時間をうばわれ、専門 勉強をする時間がいのは、しかたない次第である（ 「作文・レポート・中学改良案」 ） 。
漱石にとって語学は、学問をやるうえで必須の道具であったのであろう。その語学を便法として 世界共通の学問をやる を理想と考えていた
ようだ。ロンドン留学中に己れのやっている英文学を意識し、いろいろ煩悶 た いったい英文学は学ぶに値するも か。かれ おもった。（英文学をやっても、しょせん
縁えん
の
下した
の力もち
―
人に知られず苦労するだけ。日本へ帰っても、イギリスにいても、相手の権威や力にひけ目
を感じるだけである）
かれは英学者になることを、ばからしく思うようになった。何か国や人のためになるような研究に意義 見いだすようになり、 「学問をやるな
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らコスモポリタン（世界共通）のものに限
かぎ
り候」と確信するようになった（藤代宛書簡
　
明治
34・６・
19付、寅白子宛書簡
　
明治
34・９・
12付を
参照） 。
明治三十七、八年（一九〇四、一九〇五）以降大正四、五年（一九一五、一九一六）ごろまで、英語を通じてヨーロッパ文学が輸入移植された
時代という
（
2）
。フランス文学では、フロベール、モーパッサン、ゾラ、ゴンクール、ドーデなどの名がさかんに叫ばれた。当時、フランス語を解す
る者は、ひじょうに少なかった。漱石も英訳によって大陸文学を少なからず読破していた。
かれは大陸文学を読むことによって、じぶんの創作のかてとしたことは言をまたない。英文学者と創作家の二つの顔をもっていた漱石は、外国
作品をよむことによって小説作法の妙技
―
心理描写や技巧を学ぼうとしたものにちがいない。
創作家が人のものまねをするの
（
3）
は、じぶんに力量がないからである、といった考え方もあるが、かれらは、多かれ少なかれ、人がつくりだした
ものから何かヒントや感化をうけ、翻案や模作をつくるのである。
＊
漱石には「手紙」 （ 『東京朝日新聞』の「文芸欄」に、明治
44・
7・
25～
7・
31まで七回連載）と題する短篇があるが、これなどはモーパッサン
の「わが二十五日間」 （
M
es 25 jours ）とマンセル・プレボォ（一八六二
～
一九四一、フランスの小説家
（
4）
）の「不在」 （
L
’absence ）の感化のものに
執筆した模倣作と考えられる。
漱石は「手紙」の冒頭において、モーパッサンの「わが二十五日間」をつぎのように解説している。
モーパサンの
書か
いた「二十五
日にち
間かん
」と
題だい
する
小せう
品ひん
には、ある
温をん
泉せん
場ば
の
宿やど
屋や
へ
落お
ち
付つ
いて、
着き
物もの
や
白しろ
襯しゃつ
衣
を
衣い
裳しやう
棚だな
へ
仕し
舞ま
はうとするときに、
其そ
の
抽ひき
出だし
を
開あ
けて
見み
たら、
中なか
から
巻ま
いた
紙かみ
が
出で
たので、
何なに
気げ
なく
引ひ
き
延の
ばして
読よ
むと、 「
私メヷンサンジユー ル
の二十五日
」といふ
標へう
題だい
が
眼め
に
触ふ
れたといふ
冒ぼう
頭とう
が
置お
いてあつて、
其その
次つぎ
に此
この
無む
　めい
　し
名氏の所
いは
謂ゆる
二十五日
にちかん
間が一字
じ
も変
か
へぬ元
もと
の姿
すがた
で轉
てん
載さい
された体
てい
になつてゐる。
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「わが二十五日」は、モーパッサンが
一
）
（（
（明治
八八五
年八月二十五日『ジル・ブラス』紙に発表した旅行物の短篇である。シャテルギョンといった湯
治場に、ある男が泊ったときのことである。薄っぺらな仕切りが付いた部屋に入れられた湯治客は、鏡のついたたんすに衣類や下着類を入れはじめた。ついでたんすの真中になる引き出しをなにげなくあけたとき、円筒形に丸めたノートが出てきた。それにはつぎのようなタイトルが付いていた。
M
es vingt-cing jours
（ 「わが二十五日」 ）
それはそのへや泊った湯治客が、帰るときに忘れていった私記の写しであった。最初に泊った孤独な男の二十五日間の日記を、そのあとに泊っ
た第二の男が発見し、それを一字一句正確 筆写した 、帰りぎわに忘れていったもので る。それを第三の泊り客が引き出しの中からみつけたのである。
物語は主人公が、温泉場で二人のきれいな未亡人と知りあいになり、二十五日間のたのしかった想い出をつづったものである。一方、プレボォの『女らしさ』
F
ém
inités に収められている「不在」 （
L
’absence,　
一三～二三頁）について、漱石はつぎのように解説している。
プレヺーの「不
ふ
在ざい
」と云
い
ふ端
は
物もの
（短い作品）の書
かき
出だし
には、巴
パリー
里のある雑
ざつ
誌し
に寄
き
稿かう
の安
やす
受うけ
合あひ
をしたため、独
ドイツ
逸の去
さ
る避
ひ
暑しよ
地ち
へ下
お
りて、其
そ
処こ
の宿
やど
屋や
の机
つくえ
か
何なに
かの上
うへ
で、しきりに構
こう
想そう
に悩
なや
みながら、何
なに
か種
たね
はない といふ風
ふう
に、机
つくえ
の抽
ひき
出だし
を一
いち
々〳 〵
開あ
けて見
み
ると、最
さい
終しゆう
の底
そこ
から思
おも
ひがけなく手
て
紙がみ
が出
で
て来
き
たとあつ
て、是
これ
にも其
その
手て
紙がみ
がそつくり其
その
侭まゝ
出だ
してある。
漱石は、二つとも趣向がよく似ている、という。プレボォのほうが、モーパッサンのやった跡を踏襲したようにもおもえた。モーパッサンの作
は、逗留二十五日間の印象記、プレボォのものは、滞在中の女客にあてた、なまめかしい男の文
ふみ
である。双方とも無
む
名めい
氏し
（名前のわからない人）
が書いたものである。
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「わが二十五日」は、オレンドルフ版の『トワーヌ』に収められている。 「わが二十五日」には書き入れはないので、 「買いはしたものの恐らく実際には読まなかったのではないかと思う」といった意見もあるが、筆者には漱石は、じっさい原文をよんでいたように思える（大島真木「芥川龍之介と夏目漱石
―
モーパッサンの評価をめぐって」 『比較文学研究
　
33』所収、昭和
53・
11） 。
漱石がもっていたマンセル・プレボォの『女らしさ』
F
ém
inités （全三〇二頁）は、つぎのような版本である。
Marcel Prévost
de L’Academie Française
Féminités
Trente-sixième édition
Paris
Alphonse  Lemerre, Éditeur
MDCCCCX注・一九一〇年刊
この中に「不在が」一三頁から二三頁にかけて収められているが、ところどころに単語に赤エンピツで線が引かれている。おそらく漱石はこの
作品を原文でよんでいたのではなかろうか。「不在」の主人公は、著述家である。ドイツの小さな温泉場にやってきたが、原稿を書いてパリに送らねばならない。宿屋のへやに着くと、なにげなく机の引きだしを一つずつあけ、さいごの引きだしをあけたとき、そこから意外なものが出てきた。それは男のし かりとした筆跡による、フランス語で書かれた恋文であった。それには、住所もなければサインもなかった。書き手は、その手紙をどうでもよいものと見ていたかどうかわからぬが、 いごの文章だけは重
要視していたようである。それはこんな文章だった。
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Je m
e suis levé du fauteuil où je m
’étais assis pour le déplier, ―
 les jam
bes coupées d ’ém
otion, ―
 et com
m
e un potache, com
m
e un gosse, j ’ai 
gam
bodé dans m
a cham
bre em
brassant le papier, em
brassant aussi votre portrait, qui ne m
’a pas quitté durant ce m
ois de séparation. （
p.15 ）
注・
fauteuil は、
〝ひじかけいす〟の意。
　　
P
otache は、
〝中学生、高校生〟の意。
　　
gosse は、
〝子ども〟 〝がき〟の意。
il faut m
e savoir quelque gré de vous en tracasser le m
oins possible, de regarder la vie d ’un oeil qui sem
ble tranquille ou am
usé ……（
P
.18 ）
注・
tracasser は、
〝悩ます〟の意。
《
O
r là-ba, votre F
elden tudesque, je devinais, j ’étais sûr que les courtisans faisaient grève entre deux m
ontagnes couvertes de sapins, de ces trois 
漱石がもっていたマルセル・プレボォの『女らし
さ』（1910年）。［東北大学附属図書館蔵］
あゝ、いとしい人。どんなにわたしはうれしかったか。解き放され
た囚人のように。二十九日にフェルデンを立ったといった短い手紙をうけとり、数日後 はお会いできるとわかったとき。
主人公は、彼女からきた手紙をうけとって狂喜し、子どものやうに
へやの中を跳ねまわるのである。
漱石はこの小品をすべてよんでいたように思える。かれは文中のつ
ぎのような単語に赤エンピツで線を引いているが、それらは知らない単語であったのであろう。
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hôtels, autour de l ’établissem
ent therm
al, qui com
posent tout le village (p.18)
注・
tudeque は、
〝ゲルマンの〟の意。
　　
sapin は、
〝モミの木〟の意。
以下、つぎの単語に赤線が引いてある。
sirotant （ちびちび飲む）
　　
napperons （卓上マット）
feutre 
（フェルト）
注・ （
　
）内は引用者による。
ところで漱石の「手紙」とは、どのような作品か。それはつぎのような物語である。語り手の主人公は、何を生
なりわい
業としている者かはっきりしないが、何かの用事でＫ市に行くことになった。出発するまえの晩、女房がついでだか
ら、帰りに重吉さんの所に寄ってあの話をはっきり決めてらっしゃいよという。重吉というのは元下宿人である。大学を卒業するとすぐ、Ｈという田舎へ行ってしまった。就職をたのんでおいた先輩の勧 で、田舎行きに同意したのである。
またあの話とは、女房の遠縁にあたるものの次女（お静）との縁談であった。その娘が語り手の家に出入りするうちに、自然重吉と知りあいに
なり、重吉のほうから話を とめて欲しいと申し出た。そこで女房が女の母親のところに行って話をすると、妙なことをいわれた。金はなくてもよいから 女道楽しない、まじめな人でないと娘は遣らない、という。
じつはその娘の姉は、道楽者のところに嫁にいき、花柳病にかかり苦労していた。女房は、重吉とい 人は、けっして道楽するような人ではあ
りませんと、うけあった。やがて重吉が田舎に赴任するまえに、縁談はほぼまとまりかけていたが、その後話は停滞していた。
語り手は、Ｈという町に着くと、重吉が下宿していた旅館を訪れ、そのへやに案内してもらった。かれは硯
すずり
と筆をかり、Ｋ市に用があってきた
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ついでにここに寄ったから、すぐ来てくれと手紙をかいた。重吉はなかなか帰ってこないので、語り手はひとり膳にむかって夕食をとった。
夜九時をまわったころ、重吉が帰ってきた。お祭りですこし飲まされた、といって赤い顔をしていた。しばらく世間話をしたのち、話題を例の
縁談にむけた。重吉がいうには、目下の経済事情では、家庭をもつことができない。ことしの暮には月給があがり、東京へ帰れるはずだから、そのとき先方さえ承知してくれるのなら、所帯をもちたいといった。
その後二人は、よもやまの話をし、夜をふかした。語り手は、明くる日出発することにしていたので、その晩は重吉のへやだった所で休むこと
にした。重吉は、早くお休みなさいとあいさつして帰って行った。
翌朝、語り手は顔をあらって部屋にもどると、棚
たな
のうえにあった鏡
きょう
台だい
が、障子のまえに置かれていた。何気なくそのまえにすわり、鏡の下のク
シをとりあげ そしてそのクシをふくつもりで、鏡台の引きだしをひっぱったら、手紙が出てきた。
それはある女から男に宛てた恋文であった。書い 女性は、玄
くろうと
人らしく、へたな恋のどどいつ（俗曲）が引用してあった。
語り手は、こんなに女から思われている色男とは何者か、とおもいつつ、笑いながらその長い手紙をよみ進み さ ごの名
な
宛あて
にたどりついたと
き、びっくりした。そこ 重吉の姓 名がはっきりと記 れていた。
語り手は、出発まえに重吉を呼びだし、女あそびし いること 詰問した。破談を主張したが 相手からいろいろ泣きつかれた。しかたなく反
省の証拠として、月々俸給のなかから十円じぶんの手元に送り、そ を結婚費用 一端とすることで内々で処理することにした。
最初の一、二ヵ月は、重吉からきちんと十円送られてきたが、三ヶ月目には七円しか送ってこなかった。重吉のい なずけにたいする敬意は、
この三ヵ月 あいだに、すでに三円欠乏していた。
漱石は、モーパッサンやプレボォの作品の妙技 感心し、そ が起爆剤となって「手紙」を執筆したのである 、世 中にはずいぶん似 こ
がたくさんあるものだ、といい 「ちかごろ、これと同様の経験をした」という。漱石には 、フランスの二人の小説家が作品の効果をあげるために設定した〝
手記
〟
や〝
手紙
〟
の存在には、それほど興味がなかったようだ。むしろかれが心にかけたのは、
〝
抽ちゅう
斗と
（ひきだし）から出てくる手
紙〟であり、それを物語の中心テーマ たように思える。
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注（
1）平岡敏夫編『漱石日記』 （岩波書店、平成二年三月） 、一八～一九頁。
（
2）日夏耿之介「紀季文学輸入閑話」 （ 『日夏耿之介全集第七巻』所収、河出書房新社、昭和四十九年二月） 。
（
3） 「詩人と模倣」 （ 『太陽』所収、明治
29・
2）
（
4）プレボーの名が、わが国の誌上にはじめて現れたのは、雑誌『心海』 （第
24号、明治
28・
8）の「雑記」にみられる記事が最初であろうか。
或る晩「オペラ」見物せしとき、リユードウィク、ガレヴィ、
ブレウォ0
、パラドールに邂逅しけり。其時
ブレウォ0
、パラドールは或る母なる人か多くの娘を連れて
見物せしか……
注・傍点は筆者による。
（58）97
むすび本稿に収めた四つの小論は、いずれも研究余滴的な性格をもつものである。近年、頭のなかで温めておいたテーマを一挙に文字にしたものにす
ぎない。調査や考察が不十分であったり、書き方があまかったり、ところどころ蕪雑に書きつらねたところが見られるかもしれない。ともあれ本稿の中心人物は、世界の文学に影響をあ えたモーパッサンである。モーパッサンは、パリ・コミューン（民衆革命）にたいしてどう反応し、どのような態度をとったのか。このプロレタリアート革命に対する れの無視 嫌悪感をかれの作品を通して研究したものが巻頭の小論である ついで世界各国の作家の作品 構想や章句に波動をあたえた例を研究したのが、 とモームや漱石との関係である。後者の二人は、前者の作品から何を借用し、原 をどのように変形したのであろうか。またモーパッサンとハーンとの関係は、後者がいかにこのフランス 作家に心酔し、それを同国人に共感させるために翻訳の筆をとったかの研究である。
